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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
が
11
月
９

日
、
10
日
、
11
日
に
と
ち
ぎ
蔵

の
街
大
通
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

２
年
ぶ
り
と
な
る
今
年
の
秋

ま
つ
り
で
は
、
メ
イ
ン
の
山
車

の
巡
行
を
は
じ
め
、
西
方
町
と

の
合
併
、
栃
木
商
工
会

議
所
創
立
１
２
０
周
年

の
ほ
か
嘉
右
衛
門
町
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
選
定
、
渡
良
瀬

遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
、
滝
川
市
友
好

親
善
都
市
盟
約
締
結
30

周
年
を
記
念
し
た
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
の
多
い
催

事
の
中
で
も
、
観
衆
を

引
き
つ
け
る
ま
つ
り
の

主
役
は
、
豪
華
絢
爛
な

山
車
の
巡
行
で
し
ょ
う
。

栃
木
の
山
車
は
、
江
戸

型
人
形
山
車
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
見
事

な
彫
刻
や
美
し
い
刺
し

ゅ
う
が
施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
、
県
や
市
の
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
ま
つ
り
に

は
、
９
台
の
江
戸
型
人

形
山
車
と
一
対
の
獅
子

頭
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
栃

木
の
ま
ち
な
か
を
練
り

歩
き
ま
す
。
そ
の
姿
は

迫
力
満
点
！
９
日
の
こ
ど
も
山

車
ま
つ
り
、
10
日
、
11
日
の
本

ま
つ
り
と
３
日
間
の
巡
行
が
行

わ
れ
ま
す
。
栃
木
市
が
誇
る
伝

統
の
ま
つ
り
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

             （
２
面
に
関
連
記
事
）

豪華絢爛な万町一丁目、万町二丁目、万町三丁目の人形山車　　　（平成 22 年とちぎ秋まつりより）
けんらん
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大
通
り
沿
い
の
旧
福
田
屋
百

貨
店
前
に
設
置
さ
れ
る
有
料
観

覧
席
で
は
、
複
数
の
山
車
が
向

か
い
合
い
、
お
は
や
し
を
競
演

す
る
「
ぶ
っ
つ
け
」
を
間
近
で

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
製
木
札
と
山
車
会
館
無
料

の
特
典
が
付
い
て
２
，
０
０
０

円
（
当
日
２
，
２
０
０
円
）。

10
日
、11
日
と
も
①
午
後
２
時
、

②
同
３
時
50
分
、
③
同
６
時
40

分
（
各
80
分
制
）。
一
部
完
売
。

　

お
求
め
は
栃
木
市
観
光
協

会
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
。

　

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
メ
イ
ン

と
な
る
山
車
巡
行
に
は
、
９
台

の
山
車
と
獅
子
頭
が
登
場
。

　

10
日
（
土
）
11
日
（
日
）
に

は
、
午
前
９
時
か
ら
各
町
内
や

駅
へ
の
巡
行
を
行
い
、
午
後
１

時
半
と
同
６
時
半
に
大
通
り
に

勢
ぞ
ろ
い
し
、
特
設
会
場
を
練

り
歩
き
ま
す
。

　

夜
は
、
午
後
７
時
30
分
ま
で

会
場
内
の
街
路
灯
が
消
さ
れ
、

ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
る
幻
想
的
な
山
車
の
姿
が

楽
し
め
ま
す
。

　

９
日
（
金
）
の
こ
ど
も
山
車

ま
つ
り
に
は
、
市
内
各
地
域
の

小
学
校
よ
り
３
・
４
年
生
の
児

童
１
，
３
０
０
人
が
参
加
。
元

気
に
山
車
を
引
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
と
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
会
場
内
を
巡

行
し
ま
す
。

９
台
の
山
車
と
獅
子
頭

夜
は
さ
ら
に
幻
想
的
！

こ
ど
も
山
車
ま
つ
り
に

児
童
１
，
３
０
０
人
登
場

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内

各
地
域
（
栃
木
、
大
平
、
藤
岡

都
賀
、
西
方
）
の
お
は
や
し
や

和
太
鼓
の
演
奏
、
神
楽
の
奉
納

な
ど
の
郷
土
芸
能
の
披
露
が
各

会
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
物
産
品
の
販
売
や
観

光
案
内
な
ど
を
行
う
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
茶
屋
、
菊
花
展
や

盆
栽
展
な
ど
の
催
し
が
目
白
押

し
。 郷

土
芸
能
や
物
産
販
売

記
念
行
事
が
て
ん
こ
盛

　

車
で
の
来
場
者
の
た
め
に
、

10
日
と
11
日
は
市
役
所
を
は
じ

め
旧
福
田
屋
立
体
駐
車
場
、
旧

第
一
小
学
校
、
栃
木
警
察
署
跡

地
、
文
化
会
館
、
南
中
学
校
、

東
中
学
校
、
下
都
賀

庁
舎
な
ど
８
カ
所
の

有
料
駐
車
場
を
用
意

し
ま
し
た
。
料
金
は

５
０
０
円
（
２
０
０

円
分
の
感
謝
券
付
）

で
す
。

　

ま
た
、
総
合
運
動

公
園
と
イ
オ
ン
栃
木

店
に
無
料
駐
車
場
を

用
意
。
会
場
ま
で
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

　

一
方
、
遠
方
か
ら

の
来
場
者
の
た
め
に
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等

会
場
ア
ク
セ
ス
を
充
実

有
料
観
覧
席
で
迫
力
の

ぶ
っ
つ
け
を
体
験
し
て

● 11 月９日（金）こども山車まつり　10 日（土）11 日（日）本まつり
●とちぎ蔵の街大通り

　とちぎ秋まつりが２年ぶりに開催されます。まつり期間中は豪華絢爛な江戸型人形山車の

巡行をはじめ、各種協賛行事や見どころが盛りだくさん！！みなさんも栃木市が誇る伝統の

まつりに足を運んでみませんか。

ま
つ
り
会
場
の
ほ
か
に
栃
木
駅

に
お
い
て
、
栃
木
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
ス
タ
ッ
フ
が
観

光
案
内
を
行
う
ほ
か
、
無
料
駐

車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
内

で
も
、
同
会
ス
タ
ッ
フ
が
同
乗

し
、
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

　栃木に山車が誕生したのは、明
治７（1874）年県庁構内で行わ
れた神武祭典のときでした。倭町
三丁目が東京日本橋の町内が所有
する山王祭出御の静御前の山車を
購入し、泉町が宇都宮から買い求
めた諫鼓鶏の山車を賑やかに参加
させたのが始まりです。

　これを機に山車への関心が高まり、各町とも大工や人形師に山車を作らせ
る動きが活発となりました。
　明治 26（1893）年、栃木県最初の商工会議所開設認可に係る祝典では、
万町一、二、三丁目が三国志の人形を、東京日本橋本石町に住む人形師・三
代目原舟月に、倭町二丁目は神武天皇の人形を乗せた山車を新調して参加し
ました。このときは、新旧６台が競演することとなり、町をあげての喜びに
ひたりました。
　さらに明治 39（1906）年の神明宮・招魂社祭典では、室町が桃太郎の山
車で参加して、今日のかたちができあがりました。また、大町の弁慶の山車
や明治の初めに購入した倭町一丁目の獅子頭が祭りの華やかさに花を添えて
います。

　昭和 12（1937）年の市制
施行祝賀を境にしてからは、
おおよそ５年ごとに開かれる
ようになり、市発展を祝うま
つりへと目的を変え、現在で
は隔年開催となっています。

　栃木の山車まつりの名目は、当初神武祭と
なっていましたが、その後、神明宮・招魂社
祭典を主軸に、会議所の祝典、ご大典奉祝祭
に巡行してきました。
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物品購入等業者登録のお知らせ
　市が発注する物品等の納入、業務委託の受注を希望される方は
名簿への登録が必要です。
　平成 25、26 年度において、入札に参加を希望される方は①物
品購入等入札参加資格審査申請に、１回あたり 50 万円未満の小
規模な取引を希望される市内業者は②小規模物品等契約希望者登
録に申請してください。（両方に登録することはできません。）
　①②のどちらに申請すれば良いのか分からない場合は、契約検
査課まで問い合わせください。
　いずれの制度も申請いただいたことで、指名をお約束するもの
ではありません。
①物品購入等入札参加資格審査申請（入札に参加を希望する方）
　この制度は、事務機器、車両、建設資材などの物品の納入、施設
の保守点検、運送などの業務委託の入札に参加を希望する方の登録
制度です。
　現在の登録は平成 25 年 3 月 31 日で有効期限切れとなります。
引き続き登録を希望される場合は申請が必要です。
■申請受付期間　11 月 22 日（木）～ 12 月 7 日（金）（閉庁日を除く）
■提出書類等　申請書類等一式、税の証明書及び法人登記の写し等
②小規模物品等契約希望者登録（1 回の取引金額が 50 万円未満の
小規模な物品の納入等を希望する市内業者限定の登録制度）
　①との違いは、1 回あたりの取引金額が 50 万円未満に限られ、
入札になるような比較的規模の大きい取引はできません。
　例えば、少額の事務用品、会場内の飲み物、給食の食材の納品
などを行う事業者向けの制度となります。また、提出書類が①と
比べて少なく、次回以降の継続申請は、原則、市税の完納証明書
のみの提出で済むなどの特徴があります。
■申請受付期間　11 月１日（木）～ 21 日（水）
■提出書類等　申請書類等一式（2 枚程度）、市税の完納証明書 

共通事項　①②とも
■申請書類は 11 月上旬から市ホームページへの掲載及び契約検
査課で配布開始予定
■登録有効期間　平成 25 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日
◆申請方法は、契約検査課に郵送又は持参（〒 328 － 8686 栃
木市入舟町 7 番 26 号／本庁舎４階）
◆問合先　  契約検査課 ☎ 21 － 2411

23 年度決算について

No. ４

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は平
成23年度決算についてお話しします。
　決算というのは、昨年度の予算の使
い方がどうであったか、収入と支出の
割合がどうであったか等について調査
し、その結果を記載したものです。こ
れによると、一般会計と特別会計を合
わせた歳入総額が、約 871 億 4,000
万円、歳出総額が約 829 億 3,300 万
円であり、その差額（形式収支額）は
約 42 億円の黒字でした。この黒字分
は、その一部を翌年度に繰り越したり、
基金に積み立てたりします。
　ところで、栃木市の財政は健全なの
か、という疑問をお持ちの市民の方も
いらっしゃるかと思いますが、分かり
やすく言えば、栃木市はお金持ちでは
なく、一部借金もありますが、これは

決して返せない金額では
なく、ムダ使いをせずに
経営をしていけば、生活に
困るようなことはない、というところ
です。
　財政の状況を示すのによく用いられ
る指数や比率がありますが、栃木市は
財政力指数が 0.702、経常収支比率が
89.5、公債費比率が 9.9 です。字数の
関係で、各数字の説明はできませんが、
財政力指数をもう少し上げたり、経常
収支比率をもう少し下げたりしなけれ
ばならないかと思います。しかし、総
体的に言えば楽観視することは危険で
はあるが、悲観して落ち込むこともな
い数字だと思います。
　最後に、市民１人当たり（赤ちゃん
も含む）の負債総額は 227,276 円と
なります。これが多いか少ないかは、
市民の皆さんによって感じ方が違うか
と思いますが、前記のとおり、これは
決して返せない金額ではなく、心配に
は及ばないと考えています。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

（
11
月
12
日
～
25
日
）

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ
レ

ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
等
と
い
っ
た
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
毎

年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
　
　
　

ま
ず
ご
相
談
を

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム

☎
０
２
８
‐
６
６
５
‐
８
７
２
０

栃
木
警
察
署
☎
25
‐
０
１
１
０

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

☎
０
２
８
‐
６
２
１
‐
９
９
９
３

サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ

☎
０
２
８
５
‐
24
‐
５
１
９
２

警
察
安
全
相
談

☎
０
２
８
‐
６
２
７
‐
９
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局
）

☎
０
２
８
‐
６
２
７
‐
３
８
５
５

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
相
談
（
こ
ど
も
課
）

☎
21
‐
２
５
１
３

女
性
青
少
年
課

☎
24
‐
０
３
５
１

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

11
月
９
日
は

119
番
の
日

　

１
１
９
番
に
か
け
間
違
え
た

時
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま
わ
ず

に「
ま
ち
が
え
ま
し
た
」と
は
っ

き
り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
無
言

で
電
話
を
切
る
と
「
何
か
あ
っ

た
の
で
は
？
」
と
考
え
、
確
認

の
た
め
呼
び
返
し
を
し
ま
す
。

　

ま
た
「
サ
イ
レ
ン
を
止
め
て

来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
が
い

ま
す
が
、
救
急
車
や
消
防
車
は

緊
急
自
動
車
な
の
で
、
赤
色
灯

を
つ
け
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
走
行
す
る
よ
う
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
は
、
火
災
・
救
急

な
ど
の
災
害
を
通
報
す
る
専
用

回
線
で
す
。
災
害
情
報
や
休
日

（
日
曜
・
祝
祭
日
）
当
番
医
の

問
合
せ
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
☎
24
‐
９
９
９
９
）、
平

日
の
医
療
機
関
問
合
せ
は
、
市

消
防
本
部
通
信
指
令
課
☎
22
‐

０
１
１
９
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

後
１
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

産
業
財
産
権
取
得

経
費
の
一
部
を
補
助

　

中
小
企
業
者
の
産
業
財
産
権

（
特
許
権
・
実
用
新
案
権
・
意

匠
権
・
商
標
権
）
取
得
に
要
し

た
経
費
（
出
願
料
・
出
願
審
査

請
求
料
・
弁
理
士
手
数
料
）
の

一
部
を
補
助
し
、
中
小
企
業
者

の
競
争
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
対
象　

①
市
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
②

市
内
で
引
き
続
き
１
年
以
上
事

業
を
営
ん
で
い
る
③
産
業
財
産

権
を
取
得
し
て
い
る
④
市
税
を

完
納
し
て
い
る
⑤
国
や
他
の
自

治
体
か
ら
同
様
の
補
助
金
を
受

け
て
い
な
い

◆
申
請　

産
業
財
産
権
取
得
後

６
カ
月
以
内

◆
補
助
率　

対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
（
上
限
：
特
許
権

50
万
円
、
そ
の
他
10
万
円
）

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐２
５
４
１

 

産
業
振
興
課 

☎
43
‐９
２
１
３

 

産
業
振
興
課 

☎
62
‐０
９
０
６

 

産
業
振
興
課 

☎
29
‐１
１
０
４

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

納
付
は
安
全
便
利
な

「
口
座
振
替
」
利
用
を

　

市
税
や
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
納
付

は
、
納
付
の
手
間
が
省
け
、
納

め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

◆
受
付
窓
口　

取
扱
金
融
機

関
、
市
役
所
（
本
庁
・
各
総
合

支
所
・
出
張
所
）

◆
用
意
す
る
も
の　

振
替
口
座

の
通
帳
、
通
帳
届
出
印

◆
取
扱
金
融
機
関　

足
利
銀

行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
群
馬
銀
行
、

栃
木
銀
行
、
栃
木
信
用
金
庫
、

足
利
小
山
信
用
金
庫
、
佐
野
信

用
金
庫
、鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
、

下
野
農
業
協
同
組
合
、
上
都
賀

農
業
協
同
組
合
、
中
央
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

☆
申
込
日
の
翌
月
末
以
降
の
納

期
か
ら
、振
替
を
開
始
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
変
更
に
な
っ
た
方

は
、
改
め
て
口
座
振
替
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　

11
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
11
月
30
日
（
金
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
栃

木
市
吹
上
町
７
８
２
番
地

１
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

　

市
は
11
月
以
降
、
４
種
混
合

予
防
接
種
の
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
市
内
協
力
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
で
す
。

◆
接
種
回
数
・
間
隔

○
１
期
初
回
と
し
て
20
日
か
ら

56
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
３

回
接
種

○
１
期
追
加
と
し
て
初
回
接
種

終
了
後
６
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
１
回
接
種

◆
対
象
者
（
対
象
者
へ
順
次
通

知
）
①
平
成
24
年
８
月
以
降
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
②
７
歳
半
ま

４
種
混
合
予
防
接
種

開
始
予
定
に
つ
い
て

で
の
お
子
さ
ん
の
う
ち
、
平
成

24
年
11
月
１
日
現
在
で
、
３
種

混
合
予
防
接
種
も
ポ
リ
オ
予
防

接
種
も
未
接
種
の
お
子
さ
ん

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１
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　市内の中学 2 年生 26 人からなる「広島平和記念式典中学生派遣団」（団長・髙岩初枝大平中校長）が、
8 月 5 日から３日間、広島市を訪れました。平和祈念式典に参列したほか、平和記念資料館などの施設
見学や被爆者の講話に耳を傾けるなど広島への原爆投下に関する研修を行いました。研修を通して中学
生は何を感じ、何を学んだのか。「派遣団活動報告」から抜粋し報告します。大人は、こうした中学生
たちの気持ちにどう応えるか。これを機会に「平和」について考えてみましょう。

戦
争
や
原
爆
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

◆
平
和
記
念
資
料
館
・
平
和
記

念
公
園
見
学

・
記
念
資
料
館
で
一
つ
一
つ
見

る
た
び
に
鳥
肌
が
た
ち
ま
し

た
。
資
料
を
見
る
だ
け
で
も
怖

い
の
で
現
実
に
い
た
人
は
、
本

当
に
本
当
に
恐
ろ
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
言
葉
で
は

表
せ
な
い
く
ら
い
…
。
原
爆
が

投
下
さ
れ
、
多
く
の
方
が
犠
牲

と
な
っ
た
事
実
は
信
じ
た
く
な

い
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
過
去

か
ら
目
を
そ
む
け
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
広
島
平
和
記
念
式
典
参
列

・
式
典
に
は
、
日
本
国
内
か
ら

だ
け
で
な
く
、
世
界
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
方
が
参
列
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
広
島
へ

の
原
爆
投
下
は
、
世
界
中
の

人
々
か
ら
の
関
心
を
集
め
、
知

る
価
値
の
あ
る
出
来
事
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

・
平
和
記
念
式
典
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
た
ち
の
た
め
に
車

い
す
が
た
く
さ
ん
用
意
し
て

あ
っ
た
り
、
手
話
を
し
て
訳
す

人
も
い
て
ど
ん
な
人
で
も
参
加

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
広
島
市
長
の
お
言
葉
や

子
ど
も
代
表
の
言
葉
を
聞
い
た

と
き
原
爆
に
対
す
る
強
い
気
持

ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
戦
争
は
も
う
二
度
と
し

な
い
、
核
兵
器
は
絶
対
に
い
け

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
や
は

り
皆
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

◆
灯
ろ
う
流
し
参
加

・
僕
た
ち
は
灯
ろ
う
に
「
平
和

へ
の
願
い
」
を
込
め
て
流
し
ま

し
た
。
海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
が
来
て
い
て
、
平
和
を
願

う
人
は
世
界
に
も
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原

爆
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
こ

と
や
、
平
和
の
大
切
さ
を
忘
れ

な
い
た
め
に
も
、
こ
の
行
事
は

い
つ
ま
で
も
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

◆
被
爆
講
話
（
講
師　

池
田
精

子
先
生
）

・
先
生
は
私
た
ち
に
、
世
界
を

平
和
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
憎
し
み
は
、
憎
し
み
が
あ

る
と
こ
ろ
で
は
消
せ
な
い
、
憎

し
み
が
あ
る
と
こ
ろ
に
平
和
は

な
い
、
だ
か
ら
憎
し
み
の
気
持

ち
よ
り
も
未
来
へ
の
希
望
を
信

じ
る
気
持
ち
を
持
っ
て
生
き
て

い
っ
て
欲
し
い
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。そ
し
て「
勇
気
・
努
力
・

挑
戦
」の
３
つ
の
言
葉
を
胸
に
、

人
の
痛
み
が
分
か
る
人
に
な
っ

て
欲
し
い
、
一
人
の
力
は
小
さ

い
け
れ
ど
、
そ
の
小
さ
な
力
が

大
き
な
力
に
変
わ
る
こ
と
が
あ

る
、
だ
か
ら
平
和
の
た
め
に
今

の
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の

講
話
を
聞
い
て
私
は
胸
が
痛
く

な
り
ま
し
た
。

・
被
爆
し
た
人
た
ち
の
苦
し
み

を
想
像
す
る
と
心
が
痛
く
な
り

広島平和記念式典中学生派遣団

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

子
ど
も
た
ち
を　

育
て
よ
う
健
や
か
に　

支
え
よ
う
み
ん
な
で

　

近
年
、
子
ど
も
や
若
者
を
と
り
ま

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

氾
濫
す
る
有
害
情
報
で
事
件
に
ま
き

こ
ま
れ
た
り
、「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」

な
ど
と
い
う
以
前
と
は
異
な
る
い
じ

め
が
起
き
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

景
気
の
悪
化
に
よ
り
非
正
規
労
働
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
若
者
や
、
い
わ
ゆ

る
ニ
ー
ト
の
数
も
依
然
と
し
て
高
い

状
態
に
あ
り
、
子
ど
も
や
若
者
が
未

来
に
夢
を
抱
け
ず
に
い
ま
す
。一
方
、

従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
児
童

虐
待
や
い
じ
め
に
つ
い
て
も
、
い
た

ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
青
少
年
が
新

し
い
時
代
の
担
い
手
と
し
て
、
そ
の

個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
、
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
く
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

職
場
な
ど
の
地
域
社
会
全
体
で
行
動

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
も
う
一
度
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
、
具
体

的
な
活
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
．
毎
月
第
３
日
曜
日
「
家
庭
の

日
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
は
、
青
少
年
が
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
や
社
会
に
お
け
る
規
範
意

識
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
人

間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
担
う
場
所

で
す
。「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族

み
ん
な
が
顔
を
揃
え
て
ふ
れ
あ
い
を

育
み
ま
し
ょ
う
。
普
段
機
会
が
取
れ

な
い
方
も
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を

取
る
こ
と
な
ど
か
ら
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

２
．
子
ど
も
た
ち
を
有
害
環
境
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

は
、
素
早
く
、
幅
広
い
情
報
が
得
ら

れ
る
便
利
な
手
段
で
す
が
、
犯
罪
・

暴
力
・
過
激
な
性
な
ど
の
有
害
な
情

報
に
接
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
無
秩
序
に
こ
れ
ら
の

情
報
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
使
い
方
に
つ
い
て
親

子
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

３
．「
声
か
け
運
動
」
を
推
進
し

ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
社
会
全
体
で
育
て
て
い

く
も
の
で
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
目
を
向
け
、
出
会
っ
た
時

に
は
あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
可
能
な
範
囲
で
地
域
の

行
事
に
も
参
加
し
、
地
域
で
の
繋
が

り
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

★
　
　
　
　
★
　
　
　
　
★

◎
模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す

　

栃
木
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
地
域
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

た
め
、
模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま

す
。

◎
困
っ
た
時
に
は
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
へ

　

心
の
こ
と
・
身
体
の
こ
と
・
家
族

の
こ
と
・「
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
」

心
配
な
こ
と
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳

守
し
ま
す
。

◆
相
談
日　

毎
週
月
～
金
曜
日
９
時

～
17
時　

◆
相
談
先　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
市
民
会
館
内
）
☎
23
‐
６
５
６
６

◆全体の感想
・原爆ドームや平和記念公園などが無く、常に
平和を意識できない栃木県民でも、同じ日本で
起きた出来事の事実は語り継いでいかなくては
いけないと思った。
・広島を訪れて戦争や平和について改めて考え
ることができました。前までは、戦争について
はあまり考える機会がなかったのですが戦争に
ついて興味を持つことができました。
・原爆により戦争が早く終結できたという話も
ありますが、原爆がもたらした悲しみは数えき
れません。人類がこの惨事を繰り返さないため
に、戦争や原爆のおそろしさを明確に後世に伝
え、核廃絶や戦争を人類から放棄できるしくみ
が大切だと思いました。
・人間は怖いなと思いました。原爆を落とした
人も作った人も怖いと思いました。しかし、日
本人は強いなと思いました。家族を失っても、
家を失っても、強く生きてきた被爆者の精神は、
東日本大震災で被害に遭われた被災者へと受け
継がれているような気がしました。

被
爆
講
話
・
憎
し
み
よ
り
希
望
を

ま
し
た
。
精
子
先
生
は
大
や
け

ど
で
道
ば
た
に
倒
れ
て
い
る
人

に
「
水
を
く
だ
さ
い
、
水
を
く

だ
さ
い
」
と
す
が
り
つ
か
れ
た

こ
と
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
川
の
水
は
原

爆
の
せ
い
で
飲
め
る
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
、
そ

の
人
に
は
水
を
あ
た
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
こ
と
を
精
子
先
生
は
く

や
ん
で
い
て
今
で
も
思
い
出
す

と
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。
あ
の
瞬
間
を
体
験
し
た

方
た
ち
の
心
の
傷
は
一
生
治
る

こ
と
が
な
い
と
思
う
と
悲
し
く

な
り
ま
し
た
。

平和への強い思いを胸に

市ホームページをぜひご覧ください。
http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/menu000010000/hpg000009474.htm

平
和
記
念
資
料
館
・
目
を
そ
む
け
ず
に 

／ 

平
和
記
念
式
典
・
戦
争
も
う
二
度
と
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渡
良
瀬
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

芝
生
部
分
の
貸
し
出
し
休
止

　

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
の
芝
生
部
分
は
、
平
成

25
年
１
月
５
日
（
土
）
～
３
月

31
日
（
日
）
の
間
、
芝
生
養
生

の
為
に
貸
し
出
し
を
休
止
し
ま

す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　
　
　

☎
62
‐
１
３
０
１

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

義
援
金
の
８
月
31
日
現

在
、
総
額
は
８
，
４
２
７
万
３
，

１
７
１
円
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地

に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
を
さ
れ
た
、
お
名
前
の

分
か
る
方
の
み
記
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

樋
ノ
口
生
協
な
で
し
こ
の
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

11
月
18
日
は
栃
木
県
知
事
選
挙

投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

栃
木
第
10
投
票
区
の
投
票
所

は
福
祉
庁
舎
か
ら
栃
木
中
央
小

内
地
域
交
流
室
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

藤
岡
第
７
投
票
区
の
投
票
所

は
原
向
高
間
公
民
館
か
ら
藤
岡

遊
水
池
会
館
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

◇
問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
６
３
１

　

栃
木
県
知
事
選
挙
は
11
月
18

日
（
日
）
が
投
票
日
で
す
。

　

栃
木
県
の
進
路
を
決
め
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

○
投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午

後
８
時
。
た
だ
し
藤
岡
第
８
投

票
区
投
票
所　

北
川
辺
ス
ポ
ー

ツ
遊
学
館
及
び
西
方
第
７
投
票

区
投
票
所　

真
上
集
落
セ
ン

タ
ー
は
午
後
６
時
ま
で
。

○
投
票
で
き
る
方

《
住
所
》
平
成
24
年
７
月
31
日 

ま
で
に
市
に
住
民
登
録
を
し
た

方
　

※
８
月
１
日
以
降
の
転
入
者

の
投
票　

今
回
は
、
本
市
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
前
住
所
地

が
栃
木
県
内
の
市
町
の
場
合
、

前
住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
居
住
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
年
齢
》
平
成
４
年
11
月
19
日

ま
で
に
出
生
し
た
方

○
投
票
所
入
場
券　

郵
便
で
各

世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。
紛
失
し

た
場
合
や
届
か
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、投
票
で
き
ま
す
。

○
代
理
投
票
・
点
字
投
票　

身

体
の
障
が
い
に
よ
り
、
投
票
用

紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
投
票
所
の
係
員
が
代
筆
し
ま

す
。
投
票
の
秘
密
は
、
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目

の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
投
票

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票　

選
挙
当
日
、

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に

行
け
な
い
方
の
た
め
の
制
度
で

す
。
次
の
と
こ
ろ
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

【
栃
木
市
役
所
本
庁
・
大
平
、

藤
岡
、
都
賀
、
西
方
の
総
合
支

所
】
○
期
間
及
び
時
間　

11
月

２
日（
金
）か
ら
11
月
17
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・

国
府
の
公
民
館
】
○
期
間
及
び

時
間　

11
月
２
日
（
金
）
か
ら

11
月
16
日
（
金
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

　

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

期
日
前
投
票
に
必
要
な
宣
誓

書
を
自
宅
等
で
記
入
し
た
い
方

は
、
申
し
出
に
よ
り
郵
送
し
ま

す
。
な
お
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
県
の
指
定
し
た
病
院

等
に
入
院
・
入
所
中
の
方
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
で
、
両
下
肢
・
体

幹
・
移
動
機
能
・
心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
・
免
疫
機
能
障
が
い
の
あ

る
方
及
び
要
介
護
５
に
認
定
さ

れ
て
い
る
介
護
保
険
被
保
険
者

の
方
で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
自
宅
で
郵

便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
記
に
該
当
す
る
方

で
上
肢
・
視
覚
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
の
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
に
届
け
出
た
方
（
選
挙
権
を

有
す
方
）
を
代
理
人
と
し
て
投

票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、郵
便
投
票
の
請
求
は
、

11
月
14
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

手
帳
の
等
級
な
ど
に
よ
っ
て
は

郵
便
投
票
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
は　

配
布
時
期
の

ば
ら
つ
き
を
な
く
す
た
め
、
市

内
一
斉
に
新
聞
（
朝
刊
）
に
折

り
込
み
ま
す
。
新
聞
を
購
読
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
選
挙
公
報

を
ご
希
望
の
方
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
郵
送
等
で
送
付
し
ま
す
。

市
役
所
・
各
総
合
支
所
な
ど
、

市
の
施
設
に
も
備
え
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
票　

11
月
18
日
（
日
）
午

後
９
時
15
分
か
ら
市
総
合
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
市
税
の
自
主
納
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
を
い
た
だ
け

な
い
場
合
、「
滞
納
」
と
な
り
、

滞
納
は
市
の
収
入
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
方
と
の

不
公
平
も
生
じ
ま
す
。

　

11
月
、
12
月
は
『
市
町
村
税

徴
収
強
化
月
間
』
と
し
て
、
県

と
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
の
徴

収
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

滞
納
が
あ
る
方
に
は
催
告
書

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
す
み
や

か
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
催
告
書
発
送
後
、
納

付
・
ご
相
談
等
が
な
い
場
合
に

は
12
月
に
市
職
員
が
訪
問
し
ま

す
。徴
収
に
も
応
じ
な
い
場
合
、

法
令
に
基
づ
く
滞
納
処
分
（
差

押
・
公
売
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

滞
納
整
理
の
強
化
を

進
め
て
い
ま
す

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

給
与
支
払
者
の
方
へ

　

給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事
業

者
）
が
、
給
与
支
払
の
際
に
毎

月
徴
収
し
て
、
市
町
村
に
納
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
所
得
税
は
給
与
か

ら
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
市
県
民
税
は
徴
収
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
の
よ
う
な
給
与
支
払

者
に
は
、
県
税
事
務
所
と
協
働

で
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

給
与
支
払
者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

市

町

村

②
税
額
の
計
算

①給与支払報告書の提出
（１月３１日まで）　法 317 の６

③特別徴収税額の通知
（５月３１日まで）　法３21 の 4

⑤税額の納入
（翌月 10 日まで）　法 321 の 5

給与所得者（納税者）

④給与の支払いの際に税額を徴収　　法 321 の 5
（（６月から翌年の５月までの毎月の給与支払日）

▲

▲

▲

▲

▲③

【
特
別
徴
収
の
制
度
】

平
成
24
年
分
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催

日　時 会　場 対象者

11 月 20 日
（火）

10：00 ～ 11：45 栃木文化会館
　　　　（旭町）

栃木市・岩舟町・壬
生町を納税地とする
源泉徴収義務者14：00 ～ 15：45

11 月 21 日
（水）

10：00 ～ 11：45 小山文化センター
　（小山市中央町）

小山市・下野市・野
木町を納税地とする
源泉徴収義務者14：00 ～ 15：45

◆持ち物　・年末調整のしかた・給与所得の源泉徴収票等の法定
調書の作成と提出の手引

　

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調

整
説
明
会
を
表
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。（
都
合
で
指
定
さ
れ

た
会
場
に
出
席
で
き
な
い
場
合

は
、
他
の
会
場
に
出
席
可
）

栃
木
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部

門
☎
22
‐
０
８
８
５
（
代
表
）

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場

合
は
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
財
産
調
査
の
た
め
住

居
や
勤
務
先
を
訪
問
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
納
期
限
内
で
の

納
付
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

収
税
課 

☎
21
‐
２
１
３
１

 

税
務
課 

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

             

☎
92
‐
０
３
０
４

　かぜやインフルエンザは、かかっ
た人の咳やくしゃみなどによって、
感染が広がります。他の人にうつさ
ないためにも、マスクを着用しま
しょう。
○手洗い、うがいが予防の基本
・帰宅後は手洗いとう
がいをしましょう。
・流行時期に人混みへ
出かけることを控えま
しょう。
・出かけるときは、マスクを着用し
ましょう。
○インフルエンザは早めの治療と休
養で
・頭痛、発熱、のどの痛みや咳、全
身の倦怠感などの症状が出たら、医
療機関を受診し、治療を受けましょ
う。
・インフルエンザは感染症です。診
断を受けたら、学校や会社を休んで
十分休養しましょう。自分の健康と
ともに周囲の健康を守ることも感染
を広げないためのマナーです。

 健康増進課 ☎ 25 － 3511

11
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成
を
開
始

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

【
高
齢
者
・
小
児 

共
通
】

◆
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～ 

平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

※
接
種
実
施
期
間
が
昨
年
度
と

異
な
り
ま
す
。

◆
場
所　

協
力
医
療
機
関
（
要

予
約
）

※
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
問

合
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用
軽
減
に
関
し
て　

生
活

保
護
世
帯
に
属
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
接
種
後
の
申
請
で
自
己

負
担
額
分
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
】（
定
期
２
類
）

○
接
種
回
数　

１
回
○
自
己
負

担
額　

１
千
円
○
対
象
者　

市

内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
予
防

接
種
を
希
望
す
る
方

※ 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

方
は
希
望
で
接
種
で
き
ま
す
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
等
の

コ
ピ
ー
が
必
要
）

【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
】（
任
意
）

○
接
種
回
数　

２
回
○
助
成
金

額　

２
千
円
／
回

※ 

２
千
円
を
超
え
た
部
分
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
予

防
接
種
を
希
望
す
る
満
１
歳
以

上
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１
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ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑧

　
　
指
示
・
命
令
で
育
て
る
と
…
…

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
「
あ
れ
を

し
て
は
い
け
な
い
」「
こ
れ

を
し
て
は
い
け
な
い
」「
こ

う
し
な
さ
い
」
な
ど
と
親
か

ら
言
わ
れ
続
け
る
と
、
子
ど

も
は
自
分
で
物
事
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
決

定
能
力
が
身
に
付
き
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
に
育
っ
た
子
ど

も
は
、
将

来
、
自
分

の
人
生
ま

で
親
に
ゆ

だ
ね
る
よ

う
に
な
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
見
、
親
の
言
う
こ
と

を
よ
く
聞
く
い
い
子
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
自
分
で
自

分
の
人
生
を
決
め
る
と
い
う

最
も
大
切
な
力
を
身
に
付
け

な
い
ま
ま
成
長
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

親
が
子
ど
も
に
す
べ
き
こ

と
は
、
自
分
の
人
生
を
自
分

自
身
で
切
り
開
い
て
い
け
る

よ
う
な
知
恵
と
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
に

は
親
の
価
値
判
断
を
一
方
的

に
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
自
身
に
考
え
さ

せ
、
決
定
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

 

生
涯
学
習
課 
☎
21
‐
２
７
３
１

街区
番号

画地
番号

面積
（㎡）

販売
価格（円）

９

１ 236.75 7,173,525
２ 263.75 販売済
３ 234.00 6,903,000
４ 234.00 6,903,000
５ 234.00 販売済
６ 218.75 販売済
７ 218.75 販売済
８ 234.00 6,903,000
９ 234.00 6,903,000
10 234.00 6,903,000

11

１ 236.75 7,173,525
２ 263.75 販売済
３ 234.00 6,903,000
４ 234.00 6,903,000
５ 234.00 6,903,000
６ 218.75 販売済
７ 218.75 販売済
８ 234.00 6,903,000
９ 234.00 6,903,000
10 234.00 6,903,000

12

１ 236.75 6,676,350
２ 236.75 6,676,350
３ 234.00 6,903,000
４ 234.00 6,903,000
５ 234.00 6,552,000
６ 228.75 販売済
７ 228.75 販売済
８ 234.00 6,552,000
９ 234.00 6,903,000
10 234.00 6,903,000

栃木市箱森西部
土地区画整理事業地内保留地

箱
森
西
部
の
保
留
地
販
売

価
格
を
見
直
し
ま
し
た

　

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
で
は
、
販
売
す
る
保

留
地
の
価
格
を
改
定
し
ま
し

た
。
住
宅
の
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
や
土
地
を
お
探
し
の
方

は
、
こ
の
際
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
販
売
個
所　

21
区
画
（ 

９

月
13
日
現
在
）

■
申
込
み
の
際
必
要
な
も
の

①
申
込
書（
組
合
指
定
の
も
の
）

②
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
）
③
住
民
票
（
家
族
全
員
記

載
の
も
の
）
④
印
鑑
（
認
印
可
）

⑤
申
込
保
証
金
（
10
万
円
）

○
最
寄
交
通
施
設　

東
武
日
光

線
・
宇
都
宮
線
「
新
栃
木
駅
」

ま
で
約
２
・
７
㌔

○
学
区　

栃
木
市
立
栃
木
中
央

小
学
校
、
栃
木
市
立
栃
木
西
中

学
校

○
環
境
条
件　

上
水
道
利
用
可

市
消
費
生
活
基
本
計
画

策
定
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集

　

市
国
保
運
営
協
議
会
の
被
保

険
者
を
代
表
す
る
委
員
の
欠
員

募
集
を
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

１
人

◆
任
期　

平
成
26
年
６
月
30
日

ま
で

◆
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
20
歳
以
上
～
75
歳
未
満
の
方

②
国
保
の
被
保
険
者
で
、
か
つ

今
後
２
年
以
上
被
保
険
者
で
あ

る
見
込
み
の
方

③
市
国
保
の
運
営
に
関
心
が
高

く
、
協
議
会
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

④
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の

な
い
方

◆
内
容　

市
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

11
月
か
ら
助
成
開
始
を
予
定

食
品
の
放
射
性
物
質

簡
易
検
査
を
開
始

　

市
で
は
、
市
民
か
ら
申
し
込

み
の
あ
っ
た
食
品
に
つ
い
て
、

放
射
性
物
質
簡
易
検
査（
無
料
）

を
実
施
し
ま
す
。

◆
検
査
内
容　

放
射
性
セ
シ

ウ
ム
（
Cs
‐
１
３
４
・
Cs
‐

１
３
７
）

◆
検
査
で
き
る
数　

１
人
１
回

あ
た
り
１
検
体

◆
検
査
対
象
品　

食
品
、
農
作

物（
主
に
自
家
消
費
用
野
菜
等
）

※
検
査
対
象
外
品　

飲
料
水

等
、
土
、
堆
肥
、
落
ち
葉
等
の

食
品
以
外
の
も
の
／
県
外
製
造

品
及
び
原
産
地
が
県
外
の
も
の

／
販
売
、
製
造
元
、
原
材
料
の

産
地
、
採
取
場
所
が
不
明
で
特

○
土
地
面
積　

２
３
４
・
０
０

㎡
～
２
３
６
・
７
５
㎡

○
土
地
価
格　

６
５
６
万
円
～

能
、
公
共
下
水
道
利
用
可
能

○
用
途
地
域　

第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域（
建
ぺ
い
率
50
％
、

容
積
率
80
％
）

○
地
区
計
画　

箱
森
西
部
地
区

計
画

定
で
き
な
い
も
の
／
出
荷
制
限

ま
た
は
出
荷
自
粛
要
請
さ
れ
て

い
る
食
品
の
う
ち
当
該
市
町
の

も
の
／
販
売
、
出
荷
な
ど
営

利
を
目
的
と
し
て
取
り
扱
う
食

品
お
よ
び
農
作
物
／
き
の
こ
類

（
別
途
相
談
）

◆
対
象
者　

市
内
在
住
の
成
人

（
本
人
確
認
で
き
る
免
許
証
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法　

月
～
金
曜
日

（
土
日
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
９
時
～
12
時
、
13
時

くらしの窓
　

深
刻
化
し
た
多
重

債
務
に
対
応
す
る
為
、

２
０
１
０
年
６
月
18

日
に
改
正
貸
金
業
法

が
完
全
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
借
り
過
ぎ
、

貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
過
剰
融
資

規
制
と
し
て
、
年
収
の
３
分

の
１
を
超
え
る
貸
し
付
け
を

禁
止
す
る
と
い
う
総
量
規
制

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
規
制
は
貸
金
業
者
か

ら
の
借
り
入
れ
に
限
ら
れ
、

銀
行
や
信
用
金
庫
等
か
ら
の

借
り
入
れ
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
、
貸
金
業
者
１
社

か
ら
50
万
円
以
上
の
借
り
入

れ
を
し
て
い
た
人
や
、
複
数

の
貸
金
業
者
か
ら
１
０
０
万

円
以
上
借
り
入
れ
を
し
て
い

た
人
は
、
年
収
を
証
明
す
る

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
収
の
３
分
の

１
の
借
り
入
れ
を
超
え
て
い

る
人
は
新
規
借
り
入
れ
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
借
金
を
借
金
で
返
済

す
る
よ
う
な
多
重
債
務
の
状

態
に
あ
る
人
は
、
生
活
が
出

来
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
借
金
が
返
せ
な
い
時
は

　

ど
ん
な
に
多
く
の
借
金
を

抱
え
て
い
て
も
借
金
問
題
は

必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
金
額

が
小
さ
く
て
も
返
済
が
滞
っ

て
い
る
、
貸
金
業
者
数
社
に

借
り
入
れ
を
し
て
い
る
方
な

ど
も
既
に
多
重
債
務
と
言
う

状
態
な
の
で
す
。

　

借
金
の
問
題
は
、
家
族
や

友
人
に
相
談
で
き
ず
、
長
く

苦
し
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
現
在
借
金
を
抱
え

て
困
っ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
に

は
、
契
約
書
や
請
求
書
な
ど

の
資
料
を
お
持
ち
下
さ
い
。

　

11
月
は
「
多
重
債
務
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

で
す
。

☆
11
月
15
日
（
木
）
市
民
会

館
に
て
無
料
相
談
開
催
。
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民

会
館
内
／
日
ノ
出
町
）

　
　
　
　

☎
23
‐
８
８
９
９

借
金
に
つ
い
て

○
通
常
点
検
（
人
員
・
消
防
車

の
点
検
、
表
彰
等
）

◆
期
日　

11
月
４
日
（
日
）

◆
時
間　

８
時
～

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
分
列
行
進

◆
時
間　

11
時
30
分
頃
～

◆
場
所　

山
車
会
館
前
（
足
利

消
防
団
の
通
常
点
検

銀
行
栃
木
支
店
前
～
万
町
交
番

前
の
区
間
）

☆
栃
木
方
面
隊 

・
西
方
方
面
隊

　
　
　
　
　

消
防
団
員
募
集
中

　

自
分
た
ち
の
街
は
、

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
！

　

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
に
生
か
し

ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
消
防
防
災
課
へ

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３

◎
分
列
行
進

　

消
防
団
員
約
１
千
人
が
集
結
し
て
市
長
の
点

検
を
受
た
後
、
蔵
の
街
大
通
り
を
、
栃
木
第
３
小

学
校
鼓
笛
隊
の
先
導
で
、
徒
歩
部
隊
約
７
０
０

人
、
車
両
部
隊
約
70
台
に
分
か
れ
て
行
進
し
ま
す
。

　

11
時
30
分
～
12
時
30
分
（
予
定
）
ま
で
足
利
銀
行
栃
木
支
店

前
～
万
町
交
番
前
の
区
間
が
通
行
止
に
な
り
ま
す
。

７
１
８
万
円

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

栃
木
市
箱
森

西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
事
務

局
（

都
市
計

画
課
内
）
☎
21

‐
２
６
１
３

◆
対
象
者　

市
内
に
居
住

す
る
満
70
歳

以
上
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方

～
16
時
に
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
３
階
／
☎
23

‐
８
８
９
９
）
に
来
庁
の
う
え

予
約
受
付
。
電
話
で
の
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
検
査
結
果　

検
査
終
了
後
に

検
体
を
返
却
し
、
検
査
依
頼
者

に
口
頭
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
検
査
結
果
に
基
づ
く
、
証
明

書
等
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

◇
申
込
開
始
日　

11
月
１
日（
木
）

◇
検
査
開
始
日　

11
月
８
日（
木
）

市
民
生
活
課
☎
21
‐
２
１
４
５

　

市
は
、
市
民
の
消
費
生
活
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
「
栃
木

市
消
費
生
活
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

ど
ん
な
消
費
者
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
か
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
意
識
や
実
態
を
把

握
し
、
計
画
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
意
見
を
聞
く
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
11
月
上
旬
、
無

作
為
に
５
千
人
を
抽
出
、
郵
送

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。 

　

本
調
査
の
趣
旨
を
理
解
し
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
５

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る

◆
報
酬　

８
千
円
（
日
額
）

◆
申
込
み　

11
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
委

員
と
し
て
の
抱
負
（
２
０
０
字

程
度
）
と
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
保
険

医
療
課
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
記
載
不
要
）
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

21
‐
２
１
３
６
へ

※
応
募
用
紙
は
本
庁
保
険
医
療

課
及
び
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
１

 

◆
訂
正

　

広
報
と
ち
ぎ
10
月
号
に
折

り
込
ん
だ
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス

時
刻
表
」
中
、
部
屋
線
の
停

留
所
名
の
訂
正
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
部
屋
線
（
栃
木
方
面
）

 

部
７　

荒
立
市
営
住
宅
西

 

部
７　

栃
木
女
子
高
校
前

交
通
防
犯
課

　
　
　
　

☎
21
‐
２
１
７
０ 

◆
接
種
方
法　

協
力
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
予
定

◆
そ
の
他
、
詳
細
は
問
合
先
へ

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 
健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 
健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１
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医療って
なあに！？

地域 栃 木 地 区 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー（ 仮 称 ） の 概 要

②

　３病院が統合再編し新たに設立され
る栃木地区メディカルセンター（仮称）
は、かかりつけ医である地元開業医を
はじめ、大学病院等と連携し、市民の
皆さんが安心して生活できる急性期か
ら慢性期、在宅医療に至るまで切れ目
のない医療提供体制の構築を目指して
います。
　栃木地区メディカルセンター（仮称）
は、将来的に、主に救急患者や重症患
者などを受け入れる第 1 病院（仮称）、
リハビリや慢性期の患者などを受け入
れる第 2 病院（仮称）、健診や予防接
種などの機能を担う総合保健医療支援
センター（仮称）、介護老人保健施設
を運営する計画で、これらの総称を

「栃木地区メディカルセンター（仮称）」
と呼んでいます。
　第 1 病院（仮称）については、栃

木地区の二次救急を確実に受け入れ
るため、24 時間 365 日の受入体制の
確保を目指すとともに、急性心筋梗塞
や脳血管疾患など治療までの時間が非
常に重要な疾患の専門的治療体制の充

募集「市長へのアイデア直通便」
～あなたが創造する “未来都市 ”とちぎ～

実・強化などを図る
こととしています。
　第 2 病院（仮称）
については、回復期
リハビリテーション
の充実や、新たにが
ん患者の緩和ケアな
ど を 計 画 し て い ま
す。
　総合保健医療支援
センター（仮称）と
介護老人保健施設に
ついては、３病院が
実施している健診機
能、予防接種を集約
化し随時受け入れら
れ る 体 制 を 目 指 す
と と も に、 新 た に
100 床 の 施 設 を 整

備する計画です。
　これらを運営する新法人は、平成 25
年４月 1 日の設立を目指しています
が、設立時には、現在の３病院をその
まま引き継ぎ、運営する予定です。そ
の後、既存施設の増改築や新築工事な
どを行いながら、段階的に新しい体制

に移行していくこととしています。
　なお、栃木地区メディカルセンター

（仮称）の詳細は、市の出前講座「栃
木地区の地域医療について」でも説明
させていただいていますので、ご利用
をお待ちしています。

 地域医療対策室 ☎ 21‐２４１９

栃
木
市
の
未
来

は
こ
う
な
っ
て

い
て
ほ
し
い
！

　

皆
さ
ん
が
日

頃
か
ら
考
え
て

い
る
こ
と
、
ふ

と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
未
来

に
つ
な
が
る

「
こ
う
す
れ
ば

い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
や
提

案
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

封
書
（
下
）

を
切
り
取
り
、

あ
な
た
の
ア
イ

デ
ア
を
書
い
て

の
り
付
け
し
、
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
市
販
の
は
が
き
や
封
書

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案

は
、
市
長
が
直
接
目
を
通
し
、

身
近
な
施
策
や
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

◎
取
扱
い

★
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
提
案

を
広
報
と
ち
ぎ
で
紹
介
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

★
提
案
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

県
や
国
な
ど
の
ほ
か
の
機
関
に

引
き
継
ぐ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
回
答
は
し
ま

せ
ん
。
喫
緊
の
課
題
や
意
見
、

提
案
は
、
市
政
メ
ー
ル
箱
等
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
こ
の
「
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア

直
通
便
」
は
有
効
期
限
が
12
月

31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
た
場
合
は
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
か
、
市
役
所

や
各
総
合
支
所
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。

 

秘
書
広
報
課
☎
21
‐
２
２
２
４
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

11/ ９（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／本市民生活課　
☎ 21‐2144

11/15（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

12/18（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 11/ ９（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／本市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

11/ ９（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

11/13（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大 生活環境課　　　 
☎ 43‐9211

11/27（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／都生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／本市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 11/24（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 11/17（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

11/13（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

11/19（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進
課☎ 24‐2444　☎ 43‐6611・0120‐
46‐7830

12/ ５（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

11/19（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。

住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。
市
職
員
募
集

　

平
成
25
年
度
採
用
予
定
の
市

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種
と
受
験
資
格
等

◎
管
理
栄
養
士
（
２
人
）

次
の
①
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
方
又
は
平
成
24
年
度
の
国
家

試
験
で
資
格
を
取
得
す
る
見
込

み
の
方
②
昭
和
53
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

◇
試
験
日
等

◆
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

○
試
験
日　

12
月
１
日
（
土
）

○
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
（
入

舟
町
）

◆
第
２
次
試
験
（
適
性
・
作
文
・

個
別
面
接
試
験
）

○
試
験
日　

１
月
中
旬
こ
ろ

（
第
１
次
試
験
日
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

○
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

◆
試
験
案
内　

10
月
26
日（
金
）

か
ら
本
庁
舎
玄
関
受
付
、
本
庁

職
員
課
、
各
総
合
支
所
地
域
ま

ち
づ
く
り
課
、
栃
木
地
域
内
各

公
民
館
、
市
内
各
出
張
所
・
図

書
館
・
文
化
会
館
で
試
験
案
内

を
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
、
採
用
試
験
申
込
書
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
間　

11
月
１
日（
木
）

～
14
日
（
水
）

◇
申
込
・
問
合
先

 

職
員
課 

☎
21
‐
２
２
３
１

市
文
化
振
興
基
本
計
画

検
討
委
員
会
委
員
募
集

　

文
化
芸
術
の
体
系
的
な
施
策

の
展
開
を
図
る
た
め
に
策
定
す

る
栃
木
市
文
化
振
興
基
本
計
画

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
公
募
委
員
数　

２
人
（
選
考

の
上
決
定
）

◆
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
の

市
民
で
、
本
市
の
文
化
芸
術
に

関
心
を
持
ち
、
会
議
に
参
加
で

き
る
方

◆
任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
（
予
定
）

※
12
月
頃
か
ら
、
１
～
２
か
月

に
１
回
程
度
の
会
議
開
催
（
平

日
）
を
予
定

◆
委
員
報
酬　

な
し
（
交
通
費

支
給
も
な
し
）

◆
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
０
０

字
以
内
の
作
文
を
左
記
へ

◆
応
募
・
問
合
先　

11
月
14
日

（
水
）
ま
で
に
応
募
用
紙
一
式

（
文
化
課
窓
口
か
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
直
接
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で

文
化
課

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住
所

不
要
）
／
☎
21
‐
２
７
４
１

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
‐
７
０
５
９
／

メ
ー
ルbunka@

city.tochigi.
lg.jp

）

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
休

み
ま
し
た
。

掲載の際は氏名は公表しません広報紙に掲載してよろしいですか【はい・いいえ】どちらかを○で囲んでください。
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味
噌
づ
く
り
＆

手
づ
く
り
味
噌
販
売

ふ
れ
あ
い
Ｘ
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

寺
尾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

＆
星
野
地
区
収
穫
祭

　

露
出
や
構
図
な
ど
写
真
の
基
礎
を
学
び
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
撮
影
を
し
ま
せ
ん
か
。

第
１
回
「
撮
影
の
基
礎
」　

第
２
回
「
撮
影
の
実
際
」　

第
３
回
「
写
真
整
理
と
パ
ソ
コ
ン
」

第
４
回
「
写
真
の
選
び
方
」

　

11
月
16
日
、
30
日
、
12
月
７
日
、
14
日
の

各
回
金
曜
日
、い
ず
れ
も
15
時
30
分
～
17
時
、

國
學
院
大
學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
講
師
は
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教

授
北
村
奉
正
氏
。
定
員
は
先
着
25
人
（
市
外

の
方
も
受
講
可
能
）、
受
講
料
２
千
円
。
筆

記
用
具
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
撮
影
済
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み　

ど
ち
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
も
10
月
30

日
（
火
）
８
時
30
分
～
受
付
開
始

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
０
５
・２
７
０
６

デ
ジ
カ
メ
の
魅
力
を
学
ぼ
う
！

～
ひ
と
つ
上
の
写
真
を
撮
る
に
は
～

第
１
回
「
星
の
一
生
と
元
素
の
誕
生
」

壮
大
な
星
々
の
世
界
と
原
子
の
世
界
の
意
外
な
関
係
を
探
る
。

　

講
師
は
日
本
工
業
大
学
准
教
授
佐
藤
杉
弥 

氏

第
２
回
「
原
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
利
用
」

従
来
の
原
子
力
発
電（
核
分
裂
炉
）と
異
な
る〝
核
融
合
炉
〟の
仕
組
み
を
知
る
。

　

講
師
は
日
本
工
業
大
学
准
教
授
服
部
邦
彦 

氏

第
３
回
「
放
射
線
を
知
る
・
測
る
」

放
射
線
の
測
定
方
法
や
実
際
の
測
定
を
体
験
す
る
。

　

講
師
は
日
本
工
業
大
学
講
師
梅
谷
篤
史 

氏

第
４
回
「
生
活
と
原
子
と
放
射
線
」

身
の
回
り
で
活
用
さ
れ
て
い
る
原
子
の
世
界
や
放
射
線
に
つ
い
て
知
る
。

　

講
師
は
日
本
工
業
大
学
准
教
授
佐
藤
杉
弥 

氏

　

11
月
17
日
、
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
の
各

回
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12
時
、
國

學
院
大
學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

定
員
は
先
着
30
人
（
市
外
の
方
も
受
講
可
能
）、

受
講
料
３
千
円
。筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
が
知
り
た
い

　
　
　
　
　
星
と
原
子
と
放
射
線
！

　

西
方
町
農
産
物
加
工
組
合
の

指
導
で
、
西
方
産
米
、
西
方
産

大
豆
を
使
い
、
３
日
間
の
工
程

　
「
～
あ
な
た
だ
け
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
と
の
出
会
い
を
～
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域

活
性
、
独
身
勤
労
者
の
た
め
の

婚
活
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
す

◆
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
13

時
～
16
時

◆
場
所　

勤
総
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

25
歳
～
45
歳
独
身
勤

労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費　

男
性
５
千
円
・
女

性
２
千
円

◆
申
込
み　

12
月
６
日
（
木
）

ま
で
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

　

の
ん
び
り
と
晩
秋
の
寺
尾
路

を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ー
ス
は
公
民
館
と
星
野
の

収
穫
祭
会
場
を
往
復
す
る
11
㌔

で
す
。
寺
尾
の
お
い
し
い
お
米

や
蕎
麦
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

も
開
催
し
ま
す
。

※
同
時
開
催
の
収
穫
祭
で
使
え

る
３
０
０
円
分
引
き
換
え
券
付

き
。

◆
日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

８
時
30
分
～
14
時

◆
対
象　

小
学
生
以
上

◆
定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

５
０
０
円

栃
木
市
を
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
意
見
募
集

　

市
は
、「
栃
木
市
を
き
れ
い

で
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
条

例
」
の
制
定
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
市
民
等
に
対
し
ご
み

の
適
正
処
理
、
土
地
家
屋
の
適

正
管
理
等
の
責
務
を
課
し
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、

犬
の
フ
ン
放
置
等
を
禁
止
、
一

部
罰
則
に
よ
り
違
反
行
為
を
規

制
す
る
も
の
で
、
合
併
前
の
市

町
で
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
て
い

た
同
趣
旨
の
条
例
を
再
編
し
、

新
規
制
定
を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限　

11
月
28
日（
水
）

必
着

◆
対
象
者　

○
市
内
在
住
の
方

○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等
○
市
内
在
勤
、

在
学
の
方
○
市
税
の
納
税
義
務

者
○
市
施
策
に
利
害
関
係
を
有

す
る
方

◆
資
料
の
閲
覧
場
所
○

環
境

課
、

生
活
環
境
課
、

生
活

陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
募
集

　

平
成
25
年
４
月
に
入
学
す
る

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
格　

中
学
卒
業
者
（
見
込

み
含
）か
ら
17
歳
未
満
の
方（
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
受
付
期
間　

11
月
１
日（
木
）

か
ら
平
成
25
年
１
月
７
日（
月
）

◆
試 

験 

日　

平
成
25
年
１
月

19
日
（
土
）

◆
問
合
先　

 

消
防
防
災
課 

　魅力あるふるさとづくりを
目的に大勢のよさこい愛好者
の方やグループがよさこい踊
りをしながらパレードしま
す。
◆ 日 時　11 月 25 日（ 日 ）
９時15分～11時（小雨決行）
◆パレード会場　足利銀行藤
岡支店～藤岡小学校（藤岡町
藤岡）※パレードの時間帯前
後は、会場は全面通行止にな
ります。

産業振興課☎ 62 ‐ 0906

11 月 25 日（日）
９時 15分～ 11 時

環
境
課
、

生
活
環
境
課
、

生
活
環
境
課
○
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
本
庁
舎
３
階
）
○
栃
木

地
域
の
各
公
民
館
（
栃
木
・
大

宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国

府
）
○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ

る
提
出
用
紙
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
参　

環
境
課
、

生

活
環
境
課
、

生
活
環
境

課
、

生
活
環
境
課
、

生

活
環
境
課
○
郵
送
〒
３
２
８

‐
８
６
８
６
（
住
所
記
載
不

要
）
栃
木
市
環
境
課
あ
て
○
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
‐
６
２
７
４
○
メ
ー
ル

kankyou@
city.tochigi.lg.jp

◆
そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
意
見

等
は
後
日
公
表
し
ま
す（
住
所
・

氏
名
等
は
非
公
表
）
ま
た
、
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

 

環
境
課  

☎
21
‐
２
６
０
１

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
神
田
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
民
環
境
ま
つ
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

環
境
に
関
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
・
事
業
者
・
個
人

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
募
集
し
ま

す
。

◆
開
催
日
時　

平
成
25
年
２
月

16
日
（
土
）
10
時
～
14
時
30
分

◆
場
所　

市
民
会
館（
日
ノ
出
町
）

◆
参
加
費　

無
料
（
展
示
等
に

伴
う
経
費
は
参
加
者
負
担
）

◆
そ
の
他　

収
益
を
目
的
と
す

る
も
の
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
７
日

家
族
介
護
者
の
集
い

「
ア
ロ
マ
de
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
の

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る

教
室
で
す
。
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
学
び
、
体
験
し
、
香
り
と

と
も
に
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

11
月
26
日
（
月
）　

13
時
～
14
時
30
分　

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

◆
講
師　

田
中
久
仁
子
氏 

（
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

25
年
度
学
童
保
育
利
用
申
込
受
付

　小山栃木都市計画区域における用途
地域の変更に関する都市計画の構想」
及び「下皆川・富田地区地区計画の変
更に関する地区計画の原案」に関する
公聴会を実施します。
　この構想及び原案について意見等の
ある方は、市長に意見申出書を提出す
ることができ、希望があれば、公聴会
で公述人として意見を述べることがで
きます。（公述を希望する場合はあら
かじめ意見申出書の提出が必要です。）
　また公聴会に先立ち、都市計画変更の
構想及び地区計画の原案を縦覧します。
◇都市計画の名称　①用途地域の変更
に関する都市計画の構想②地区計画の
変更に関する地区計画の原案
◇対象となる区域　大平町下皆川地区
及び富田地区の一部
◇公聴会の日時及び会場　11 月 15
日（木）19 時～大平総合支所別館３
階大会議室（大平町富田 558）
◇意見申出書の提出期間及び期限　①
都市計画の構想：縦覧期間満了の日（11
月５日）まで②地区計画の原案：縦覧
期間満了の日の翌日から起算して１週
間を経過する日（11 月 12 日）まで
◇縦覧期間及び時間（①②とも共通）
10月22日（月）～11月５日（月）（土・日、
祝日を除く）8 時 30 分～ 17 時 15 分
◇縦覧場所（①②とも共通） 都市計
画課　 都市建設課

 都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

都市計画変更に関する
公聴会及び縦覧

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
参
加
費
）

◆
申
込
み　

11
月
２
日
（
金
）、

電
話
で
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・

参
加
人
数
を
寺
尾
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
事
務
局
（
寺
尾
公
民
館

内
）
☎
31
‐
０
０
０
２

　
　
　
　
　
　

☎
21
‐２
７
０
３

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
５
‐
25
‐
４
７
６
３

　

学
童
保
育
は
、
就
労
等
で
保

護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

（
金
）
ま
で
に
、
所
定
の
申
込

書
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
左
記
へ
（
申
込
書
は
、
環
境

課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

環
境

課
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住

所
不
要
）
／
☎
21
‐
２
６
０
１

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
６
２
７
４
／
メ
ー

ルkankyou@
city.tochigi.lg.jp

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
、
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
に

在
籍
ま
た
は
入
学
予
定
の
６
年

生
ま
で
の
児
童

◆
申
込　

12
月
３
日
（
月
）
～

14
日
（
金
）　

※
申
込
用
紙
は
本
庁
、
各
総
合

支
所
及
び
各
学
童
保
育
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

  
 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

◆
申
込
期
間　

11
月
５
日（
月
）

～
９
日
（
金
）

◆
入
居
日　

12
月
１
日
（
土
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
下
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

で
、
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い

味
噌
を
手
づ
く
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
完
成
品
の
味
噌
の
販

売
も
し
ま
す
。

◆
期
間　

11
月
下
旬
～
３
月
上

旬
８
時
～
12
時
又
は
13
時
～
17

時◆
場
所　

西
方
農
村
婦
人
の
家

又
は
真
名
子
農
産
物
加
工
所

◆
申
込
み　

11
月
１
日
（
木
）

～
※
詳
細
は
問
合
先
へ

◆
申
込
・
問
合
先　

西
方
町
農

産
物
加
工
組
合
☎
92
‐
０
８
５
５

◆
問
い
合
わ
せ
の
み

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
３

◆
定
員　

20
人

◆
材
料
費　

１
千
円

◆
申
込
み　

11
月
19
日
（
月
）

ま
で
（
先
着
順
）
栃
木
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
２
５
３
８
・
２
５
３
９
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内
容　費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先
詳細は各団体等にお問い合わせください。

ドリーム・ベースボール in 栃木宝くじスポーツフェア

～元プロ野球選手がやってくる～

元プロ野球選手 24 人が
栃木市総合運動公園硬式
野球場にやってきます。
400 勝 投 手・ 金 田 正 一
さんの講演会や、往年の
名選手たちと対戦するド
リームゲームなどが行わ
れます。また、会場では
出場選手のサインボール
などが当たる抽選会も行
います。ご家族やご友人
と一緒にぜひご来場くだ
さい。

日　時　12 月２日（日）午前９時開場
場　所　総合運動公園硬式野球場ほか（川原田町）
　　　　入場無料（入場整理券が必要です）

入
場
者
特
典

☆
先
着
１
千
人
に
宝
く
じ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

☆
12
時
ま
で
の
入
場
者
に
抽
選
で
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
！

【入場整理券の配付開始日及び配付場所について】
11 月１日（木）～
市役所、各総合支所及び教育支所、スポーツ振興課及び各教育支所スポーツ振興チーム窓口、大宮公民館、皆川
公民館、吹上公民館、寺尾公民館、国府公民館、部屋出張所、真名子出張所、総合運動公園、つがスポーツ公園、
西方総合文化体育館、ゆうゆうプラザ、渡良瀬の里

◎記念写真撮影希望者募集 !!
あの名選手と記念撮影してみませんか？
ドリームチームと記念撮影をするペア・ファミリーを募集します。
対　象　市内在住のペアまたはファミリー 5 組（1 組 6 人まで）
 ◎元プロ選手への挑戦者募集 !!
往年の名選手と対戦してみませんか？　
投手と打者それぞれ 1 人募集します。 挑戦者には、対戦者のサイ
ンボールが贈られます。
対　象　市内在住の野球経験者（投手・打者それぞれ 1 人）
申込方法　はがきに「撮影希望」か「プロに挑戦」と明記し、住
所・氏名・年齢・電話番号、撮影の場合参加人数・プロに挑戦の
場合投者か打者の希望・野球経歴を記入の上、スポーツ振興課あ
て（〒 328 ‐ 0123 川原田町 760）に郵送してください。なお、
応募多数の場合、抽選になります。
申込期限　11 月 9 日（金）（消印有効）

 本スポーツ振興課☎ 25 ‐ 0930

講

座

散
策
「
西
方
城
址
を
歩
く
」

第
４
回
ふ
る
さ
と
発
見
講
座

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
）
受
講
生
募
集

健
康
あ
っ
ぷ
講
座

思
春
期
講
演
会

◎
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
講
座

◆
日
時　

11
月
14
日
～
12
月
12

日
の
毎
週
水
曜
日
19
時
～
21
時

◆
対
象　

ヨ
ガ
の
経
験
者
（
中

級
者
）
市
内
在
住
及
び
在
勤
の

35
歳
以
下
の
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
み　

11
月
５
日
（
月
）

～　

教
材
費
を
添
え
て
勤
労
青

　

戸
長
屋
敷
で
紅
葉
茶
会
と
和

の
文
化
に
親
し
む
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時　

11
月
23
日
（
金
）
～

25
日
（
日
）
13
時
30
分
～
17
時

◎
紅
葉
茶
会
13
時
30
分
～
15
時

◎
和
の
文
化
に
親
し
む
会
13
時

（
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
他
）
◎

切
り
絵
教
室
作
品
展
／
草
木
染

教
室
作
品
展
◎
竹
灯
篭
祭
り

（
23
・
24
日
17
時
）

◆
定
員　

紅
葉
茶
会
各
日
20
人

（
事
前
申
込
み
）

◆
参
加
費　

戸
長
屋
敷
入
館
料

（
１
０
０
円
）
茶
会
申
込
み
別

途
菓
子
代
２
０
０
円

◆
申
込
み　

10
月
25
日
（
木
）

～
（
茶
会
事
前
申
込
み
）
お
お

ひ
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
43
‐

８
６
８
６

　

西
方
公
民
館
講
座
「
ぶ
ら
っ

と
栃
木
‐
戦
国
編
‐
」
で
「
西

方
城
址
」
を
歩
き
ま
す
。
戦
国

武
将
に
な
っ
た
つ
も
り
で
本
丸

◆
日
時　

11
月
１
日
（
木
）
14

時
20
分
～
16
時
（
受
付
13
時
40

分
～
）

◆
場
所　

大
平
文
化
会
館

◆
対
象　

大
平
中
学
校
、
大
平

南
中
学
校
２
、３
年
生
と
保
護

者
、
一
般
の
方

◆
入
場
料　

無
料

◎
演
題
「
こ
こ
ろ
と
体
を
大

切
に
す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
？
」
‐
思
春
期
ま
っ
た
だ
中

の
あ
な
た
に
送
り
た
い
‐

◎
講
師　

獨
協
医
科
大
学
病
院

産
科
師
長　

佐
藤
君
江
氏
（
思

春
期
応
援
隊
）

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

◎
運
動
編

◆
日
時　

11
月
１
日
（
木
）
10

時
～
11
時
（
受
付
９
時
40
分
～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

市
民
30
人

◆
内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
す

運
動

◆
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・

飲
み
物

◆
参
加
費　

無
料

◎
栄
養
編　

◆
日
時　

11
月
22
日
（
木
）　

10

時
～
13
時
（
受
付
９
時
45
分
～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

市
民
20
人

◆
内
容　

講
話
「
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
で
低
カ
ロ
リ
ー
に
す
る
コ

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

12
月
９
日
（
日
）
９

時
30
分
～
12
時

◆
定
員　

50
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

11
月
５
日
（
月
）

～
12
月
３
日
（
月
）
西
方
公
民

館
☎
92
‐
０
３
１
６
ま
た
は
92

‐
２
８
７
９

ツ
」
／
調
理
実
習
／
試
食
会

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
米
1
合

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

運
動
編
は
10
月
31

日
（
水
）、
栄
養
編
は
11
月
16

日
（
金
）
ま
で
に

 

健
康
増

進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

少
年
ホ
ー
ム
☎
22
‐
３
１
１
３

（
日
ノ
出
町
／
開
館
時
間
月
～

金
曜
日
13
～
21
時
、
土
曜
日
17

～
21
時
、
日
曜
・
祝
日　

休
館
）

☆
《
若
者
の
社
会
生
活
活
動
・

就
労
の
悩
み
相
談
》
毎
週
月
曜

日
13
時
～
専
属
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
。
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

栃
木
市
国
際
交
流
協
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

　

市
内
で
国
際
交
流
事
業
を
展

開
し
て
い
た
３
団
体
が
解
散
・

統
合
し
、
活
動
範
囲
を
市
域
全

体
に
広
げ
る
形
で
、
新
栃
木
市

国
際
交
流
協
会
を
設
立
し
ま
し

た
。
新
協
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

11
月
１
日（
木
）

～
30
日
（
金
）

◆
条
件　

①
協
会
の
設
立
の

目
的
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
イ
ラ
ス
ト
の
活
用
と
協

会
の
英
語
訳
「Tochigi city 

International Center

」
の
文

字
や
略
称
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
を
用
い
る

こ
と
。
②
色
数
は
自
由
、
た
だ

し
、
拡
大
・
縮
小
、
単
色
で
の

使
用
に
も
配
慮
し
た
も
の
と
す

る
こ
と
。

◆
賞　

▽
最
優
秀
賞
（
採
用
）

１
点
３
万
円
▽
優
秀
賞　

２
点

１
万
円

◆
応
募
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
、

年
齢
性
別
を
問
わ
ず
応
募
で
き

ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

栃
木
市
国

際
交
流
協
会
（
市
民
会
館
内
）

☎
25
‐
３
７
９
２
へ

少年スキー教室参加者募集
時１月19 日（土）～ 20 日（日）場 会津高原たかつえ
スキー場（福島県）対 市内の小学生（４年生以上）と
中学生 110 人（先着順）内説明会１月１０日（木）18
時 30 分栃木文化会館費 １人２万円／スキーレンタル
あり２万３千円／スキー・ウェアレンタルあり２万６千
円※バス代、宿泊料（朝・夕食付）、２日目の昼食、
指導料、リフト代（ナイターを含む）、保険料を含む※
参加費は、説明会時に納入申所定の申込用紙により
11 月１日（木）～ 12 月10 日（月）まで※申込用紙は
スポーツ振興課、各教育支所スポーツ振興チーム、
各小中学校にあります本スポーツ振興課☎ 25‐0930
苗場スキー教室参加者募集
時 12 月 28 日（金）～ 30 日（日）※２泊３日場
苗場スキー場（新潟県）対おおむね小学３年生以上
40 人（先着順）費１人２万２千円※バス代、宿泊
料（朝・夕食付）、指導料、保険料を含む。ただし、
リフト代は別途※参加費は、説明会時に納入申所定
の申込用紙で、11 月１日（木）～ 12 月７日（金）
までに石川スポーツ☎ 24‐3161 ／石田スポーツ☎
22‐1416 ／ツカダ栃木店☎ 25‐2801 ／出口保険
事務所☎ 22‐0858 ／スポーツ振興課☎ 25‐0930
／各教育支所スポーツ振興チームへ※申込用紙は各
申込先にあります。
今後のスキー教室の予定
○都賀・親子スキー・スノーボード教室
時１月７日（月）場 ハンターマウンテン塩原（栃木県）
○藤岡・スキー教室
時１月 26 日（土） 場 だいくらスキー場（福島県）
○栃木市民スキー祭
時２月２日（土）場 エーデルワイススキーリゾート
（栃木県）
○おおひらスキースクール
時２月９日（土）～ 10 日（日）場 調整中
○おおひらスキー祭
時３月２日（土）場 だいくらスキー場（福島県）
第三回栃木市長距離走大会参加者募集
時 12 月１日（土）午前９時集合場 総合運動公園陸上
競技場（川原田町）対中学生以上の市内在住者内種
目＝中学男子３千ｍ／女子（中学・高校・一般）３千
ｍ／高校男子、一般男子（大学生含む）５千ｍ※１月
に開催される栃木県郡市町対抗駅伝、県南五市対抗
親善駅伝大会の代表選手選考の参考にします費１人
300 円※大会当日、会場で納入申 11 月 22 日（木）
まで , 電話で 本スポーツ振興課（総合体育館内）☎
25‐0930
楽しいバウンドテニス
時 11 月 25 日（日）10 時～ 12 時場 勤労者総合福祉
センター（今泉町１丁目）対 市内在住在勤の小学生以
上。初めての方、親子参加大歓迎（先着順 30 人）内
初めてでも楽しめる「バウンドテニス」講座（用具すべ
て無料貸出可）※運動のできる服装。飲み物・上履
き用運動靴・タオル費 無料申 10 月 24 日（水）～勤
労者総合福祉センター☎ 27‐7140
元旦マラソン大会参加者募集
時１月１日（火）８時受付、９時スタート※小雨決行場
総合運動公園陸上競技場（川原田町）
内〇Ａクラス（１km）親子ペア（男女混合）／子ども
は小学２年生以下〇Ｂクラス（１km）小学１・２年生
男子、女子〇Ｃクラス（２km）小学３・４年生男子
〇Ｄクラス（３km）小学５・６年生男子〇Ｅクラス（２
km）小学３・４年生女子〇Ｆクラス（２km）小学５・
６年生女子〇Ｇクラス（５km）女子（中学・高校生含む）
〇Ｈクラス（５km）中学生男子〇Ｉクラス（５km）一
般男子（45 歳以下）〇Ｊクラス（５km）一般男子（46
歳以上）〇Ｋクラス（10km）男子（高校生含む）

費 １人 1,500 円（親子ペアは１組 2,500 円）申 11 月
30 日（金）までに所定の申込用紙（郵便振替用紙）
に現金を添えて郵便局へ※申込用紙はスポーツ振興
課、各教育支所スポーツ振興チーム、市役所、教育
委員会にあります本スポーツ振興課☎ 25‐0930
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
11 月 22 日（木）13 時 30 分～ 栃

木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意欲のある 60 歳以上
の方 問い合わせはお住まいの地域の
事業所へ。栃木事務局☎ 23‐ 4165
▽藤岡事業所☎ 62‐ 1534 ▽都賀事
業所☎ 27‐ 8812 ▽大平事業所☎ 43
‐ 0155 ▽ 西 方 事 業 所 ☎ 92‐ 8390
※除草・塗装のできる方大募集（経験者、
興味のある方は参加ください）

シルバー人材センター刃物研ぎ
11 月 21 日（水）９時～ 12 時（申込

みは 12 時まで）※雨天中止 蔵の街
広場（万町） 包 丁類 300 円～、刈
込はさみ 500 円～、修理 100 円～
シルバー人材センター栃木事務局☎ 23
‐ 4165

栃木市市民活動 推 進事業「とちぎ 夢
ファーレ」ピクとラビのみんなのワーク
ショップ

11 月 17 日（土）、18 日（日）10 時
～ 16 時 永野川緑地公園（薗部町）
※雨天決行 種類の豊富な造形教室と
ダンス教室など体験型のイベント。ハン
ドメイドマルシェも同時開催 各ワーク
ショップで料金が異なる ピクラビ代表
／原☎ 090 ‐ 9855 ‐ 5611

栃木市市民活動 推 進事業「とちぎ 夢
ファーレ」講演会「絵画のなかの季語
－刑部人の風景画をよむ」

11 月３日（土・祝）14 時～ 15 時 30
分 家中小学校（都賀町家中） 一般
30 人 市ゆかりの洋画家・刑部人の画
業を顕彰する講演会 無料 刑部人勉
強会代表／刑部☎ 27 ‐ 6329

栃木市市民活動 推 進事業「とちぎ 夢
ファーレ」渡良瀬遊水地の歴史を民話
で愉しむたび

11 月 25 日（日）９時～ 13 時 東
武 藤岡駅前８時 50 分集合 コース：
藤岡駅～猿田彦神社～旧谷中村合同慰

霊碑～篠山貝塚～堤防道路～繁桂寺（弁
天池）、うち民話を３カ所。協力：民話
美寿々会「ふじおか」 20 人予定
500 円 FAX61‐1126 ／藤岡町まち
づくり委員会事務局☎ 62‐2813

音声ガイド付き映画「那須少年記」上
映会

10 月 31 日（ 水 ）10 時 ～ 12 時 30
分 ふるさとふれあい館（大平町真弓）

視覚障がいのある方、その他 目の
不自由な方のために映画の台詞の合間
に情景描写のナレーションを挿入して
内容をより把握出来るようにサポートす
る。なお、音声ガイドは朗読ボランティ
アグループ「ひびき」。主催／朗読グルー
プ「いずみ」、協賛／社会福祉協議会大
平支所 500 円 朗 読クル ープ「 い
ずみ」／中☎ 43‐8510

障害者総合支援法のこれから
11 月 18 日（ 日 ）13 時 30 分 ～ 16

時 栃木保健福祉センター（今泉町２
丁目） 新法律の施行で、障がい者の
生活がどうなっていくのか、法律の概要、
障がい者制度について学ぶ 20 人
無料 １１月１０日（土）までに障がい者の
一人暮らしを考える会☎ 090‐7701‐
3130 ／ FAX27‐6520

昔の人も苦労しながら生きていた！
12 月１日（土）10 時 30 分～ 12 時
小山高専サテライトキャンパス（倭町）
中学生以上 10 人 無料 11 月 23

日（金）までに FAX で、講座名、住所、
氏名、フリガナ、年齢、電話番号を記
入。小山工業高等専門学校講座イベ
ント申込 窓口☎ 0285‐20‐2197 ／
FAX0285‐20‐2880

栃木高校耐久レース実施
11 月３日（土）９時 20 分スタート

総合運動公園を起点に、JA かみつが
清洲支店を折り返す 31ｋｍ※11月2日

（金）まで、栃高～錦着山経由、永野
川沿いに二杉橋付近までの往復コース
で練習予定※予備日11 月４日（日）の
場合、都賀市民運動場をスタート・ゴー
ルとする 26ｋｍコースに変更 栃木高
校／槙☎ 22‐2595

第 26 回「栃商デパート」開催
11 月３日（土）10 時～ 14 時 県立

栃木商業高（片柳町５丁目） 販売実
習の一環として学校全体をデパートに見
立て、生徒全員で仕入から販売、会計
処理までの体験実習を行います。販売
品目＝食料品・野菜・生花・弁当等（地
元小中学生による弁当販売もあり）／イ
ベント＝幼稚園・保育園・小学校の児
童生徒の作品展示、文化部等の作品展
示、少年野球教室等 栃木商業高等
学校☎ 22‐0541

ごぞんじですか？　検察審査会
　交通事故、詐欺、脅しなどの犯罪被
害に遭ったが、検察官がその事件を裁
判にかけてくれず、どうも納得できない。
このような不満をお持ちの方は、遠慮な
く相談してください。

栃木検察審査会事務局（宇都宮地方
裁判所栃木支部内）☎ 23‐ 0254

県道及び一級河川のことは栃木土木事
務所へ
　県が管理している県道および一級河
川などで側溝の破損・舗装の穴や段差・
路肩の除草など、河川の堤防や護岸の
崩落・堤防の除草など、お気づきの点
がありましたら、連絡ください。

栃木土木事務所保全部☎ 23‐3437

県南市場まつり（感謝市）
11 月 25 日（日）７時～ 13 時 県南

公設地方卸売市場（小山市下河原田）
当日は、様々な生鮮食料品を販売。

マグロ目方当てクイズ、りんご皮むき競
争、ポン菓子・風船プレゼントなどイベ
ントがあります。普段は一般の方の入場
ができませんので、この機会にぜひお越
しください。なお、『環境展』も併せて
開催します。 無料 県南公設地方卸
売市場事務組合☎ 0285‐38‐3330

被害者支援センターとちぎをご利用くだ
さい
　犯罪等の被害者およびその家族・遺
族に対して、精神的ケアを行うとともに、
社会全体の被害者支援意識の高揚を図
ることにより、被害の回復や軽減に資
することを目的とする民間被害者支援団
体です。
　犯罪被害者への相談や直接支援など
の活動を行っています。

被害者相談専用電話☎ 028‐643‐
3940

犯罪被害給付制度をご存知ですか
　人の生命身体を害する罪に当たる行
為により不慮の死を遂げた方の遺族、
重大な負傷又は疾病を受けた被害者に
対して、国が犯罪被害者等給付金を支
給する制度があります。※詳しくは、警
察署にご相談ください。 栃木警察署
☎２５‐０１１０

高次脳機能障害巡回相談
12 月４日（火）14:00 ～ 15:30 市

役所（入舟町） 18 ～ 64 歳までの高
次脳機能障害をお持ちの方、その家族

３～４人 無料 １１月 27 日（火）ま
でに、とちぎリハビリテーションセンター
相談支援課☎ 028‐623‐6114 へ

職業訓練校　平成 25 年度生徒募集
各学科に関連する事業所等への就職

者又は就職予定者 畳科・広告美術科・

建築設計科があります。訓練終了時の
技能照査に合格すると国家試験 2 級技
能士検定の際に学科試験が免除されま
す 各科10人 平成 25 年 3月9日（土）
まで※受付は火～土曜日の 10 時～ 16
時、宇都宮共同高等産業技術学校（宇
都宮市戸祭町）☎ 028‐622‐1271

平成 24 年度県立聾学校学校公開
11 月 20 日（火）９時 45 分～ 12 時

30 分 県立聾学校（宇都宮市若草）
学校概要説明・授業及び施設設備等

参観（自由参観） 11 月 9 日（金）ま
でに電話か FAX で聾学校☎ 028‐622
‐3910　FAX028‐624‐6887 へ 

　人権尊重の社会づくりに関し必要な
事項を審議する人権施策推進審議会委
員（公募委員）を募集します。
◆募集人数　２人
◆任期　平成 26 年６月 30 日まで
◆資格　満 20 歳以上の市内在住で人
権を尊重する社会づくりに関心のある
方
◆報酬　８千円（日額）
◆申込み　11 月１日（木）～ 21 日（水）

（必着）までに応募用紙（大平隣保館・
厚生センター、または市ホームページ
からもダウンロード可）を郵送、ＦＡ
Ｘ、メール、いずれかで人権推進課

（ 〒 329 ‐ 4425 大 平 町 新 1305 ‐
３大平隣保館内）☎ 43 ‐ 6611 ／Ｆ
ＡＸ 43 ‐ 6647/ メール jinken@city.
tochigi.lg.jp へ　

人権施策推進審議会委員募集

市防災会議公募委員募集

　栃木市地域防災計画及び水防計画の
作成、その他防災に関する重要な事項
の審議を行う市防災会議委員を募集し
ます。
◆募集人数　２人以内（市内在住）※
応募多数の場合は、書類選考で選出
◆任期　委嘱日から２年間（12 月～
平成 26 年 11 月）
※ 24 年度中に２～３回程度、25 年
度中に１回程度の会議（平日、昼間）
を開催予定。
◆対象　地域の防災に関心がある方
◆委員報酬　４千円／回（交通費等の
支給なし）
◆ 申 込・ 問 合 先　11 月 15 日（ 木 ）
までに応募用紙（消防防災課、または
市ホームページからもダウンロード
可）を直接、郵送又はＦＡＸで 消防
防災課〒 328 ‐ 8686（住所記載不
要）／☎ 21 ‐ 2703 ／ＦＡＸ 21 ‐
2323 へ
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
栃
木
図
書
館
ま
つ
り

11
月
３
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
館
内
掲
示
に
て
、

ご
案
内
し
ま
す
。　

★
お
は
な
し
広
場

　
　
　
　
　
【
10
時
30
分
～
11
時
】

11
月
10
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　

｢

ね
ず
み
の
で
ん
し
ゃ｣

他

11
月
24
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　

｢

あ
ら
ま
っ
！｣

他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

11
月
17
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
未
就
園

児※
と
も
に
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

★
栃
木
図
書
館
講
座

　
『
古
代
下
野
国
の
東
山
道
と

　
　
　
　
　
　
　

寺
院
・
役
所
』

11
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
～　

　
　
　
　
　
　
　

  （
２
時
間
程
度
）

　

講
師　

山
口
耕
一
氏　
　
　
　

　
　
　

  （
下
野
市
教
育
委
員
会
）

　

場
所　

２
階
・
会
議
室

　

定
員　

40
人

　

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
に
て

　

★
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌
を

無
償
で
提
供
し
ま
す
。

11
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
　

  

９
時
30
分
～
19
時

　

場
所　

１
階
・
ロ
ビ
ー

※
今
年
度
か
ら
、
少
し
で
も
多
く

の
来
館
者
に
雑
誌
を
提
供
す
る
た
め

に
、
各
日
と
も
午
後
３
時
ま
で
は
、

１
人
５
冊
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
雑
誌
の
付
録
は
、
各
日
と
も
１
人

２
点
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
は
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
客
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募

金
は
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
や
中
高
校
生

向
け
資
料
の
購
入
に
充
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

★
吹
奏
楽
部 

in 

図
書
館

　

大
平
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
図
書

館
に
や
っ
て
く
る
！

　

演
奏
の
他
に
も
「
お
は
な
し
の
中

の
音
楽
」
と
題
し
て
、
本
を
使
っ
た

楽
器
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

11
月
17
日
（
土
）
14
時
～
15
時　
　

　

場
所　

図
書
館
玄
関
前
特
設
会
場

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
参
加
無
料
で
す
。

※
屋
外
で
実
施
す
る
た
め
、
雨
天
の

場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。　
　
　

★
お
は
な
し
会

　
「
七
・
五
・
三
」、「
お
ち
ば
た
き
」
他

11
月
17
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

藤
岡
お
は
な
し
会
『
コ
ロ
ポ
ッ
ク

ル
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会

で
す
。

★
お
は
な
し
会

11
月
10
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

　
「
は
だ
か
の
王
様
」

・ 

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
金
の
が
ち
ょ
う
」

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

な
ど

　

お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
た
ん
ぽ
ぽ
』

の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
お
は
な
し

会
で
す
。

　

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会

11
月
17
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
は

な
し
☆
き
ら
ら
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。

　

11
月
の
テ
ー
マ
は
「
紅
葉
（
も
み

じ
）」
で
す
。

　

赤
や
黄
色
の
鮮
や
か
な
色
彩
を
、

文
字
と
絵
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

　  ◆綾戸智恵　Wonderful World　
 平 成 25 年 1 月 27 日（ 日 ）　     

15:30　  15:00　  大ホール　   
1,200 人（未就学児の入場可）   全
席 指 定（ 税 込 ）6,500 円　  10 月
27 日（ 土 ）発売開始　  市内文化
会館、西方公民館、イープラス、セブ
ンチケット
　1998 年 6 月 40 歳にして衝撃的デ
ビューを飾って以来、今年で 15 周年
を迎えた綾戸智恵のステージを会場で
お楽しみください。栃木文化会館初公演
　◆青春フォークＩＮ栃木２０１２

 12 月 ９ 日（ 日 ）　  15:30　  
15:00   大ホール　  1,200 人　  
全席自由（税込）4,000 円   発売中

 市内文化会館、セブンチケット
杉田二郎・因幡晃・庄野真代による
フォークソングのコンサート。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

 有り
◆栃木県内巡回公演　サンリオファミ
リークラシック　リボンの国の音楽会

 12 月 23 日（ 日 ）　  14:00　  
13：30　  大ホール   1,200 人（未
就学児の入場可）　  全席指定　大人
1,500 円／子ども 500 円　   発売中
　   市内文化会館、西方公民館、イー
プラス、セブンチケット

◆カウントダウンのクリスマスコサート
 12 月 23 日（ 日 ）　  14:00　   

13:00　  800 人（小学生以上）　  
大人 1,000 円、中学生以下 500 円　
   10 月 20 日（日）　  市内各文化
会館　ゲスト　渡辺幹男ユニット
　都賀地域を拠点に活躍するジャズバ
ンド「カウントダウンオーケストラ」
が黒いオルフェメドレー・情熱大陸・
ホワイトクリスマス他を演奏。

◆北島三郎コンサート
 2 月 17 日（ 日 ）　  1 回目 14:30

～  2 回 目 18:00 ～（2 回 公 演 ）　   
800 名（小学生以上）　   7,000 円（全

　リボンの国から仲間たちが やって
きます！さぁ、みんなもいっしょに本
物のクラシック音楽をききましょう。
※ファミリーでお楽しみいただけるク
ラシックコンサートです。小さなお子
さま連れの方は、皆様が演奏をお楽し
みいただけるよう、ご協力をお願いし
ます。  有り（有料）

◆ふるさとふれあいクリスマスコサート
 12 月22日（土）  15:00 ～ 16:30　
 約 200 人（移動用いす席）　  500

円（ペア券 800 円）※お菓子・ドリンク
付、未就学児無料　　  10 月 20 日（土）
発売開始　  市内各文化会館、プラッ
ツおおひら、ゆうゆうプラザ（四季彩の
湯） 
フルートコンサート（ロビー特設ス
テージ）
フルート奏者：永島さゆみ
ピアノ伴奏　：久保野谷聡子　　　　◆藤岡文化祭の開催　

◆展示部門　  11 月 3 日（土）・4
日（日）書道部、写真部、絵画部、文
芸部、陶芸部、レザークラフト部、茶
華道部、盆栽部、みんなの美術館（一
般参加作品）
◆ステージ部門　  11 月 3 日（土）
筝曲部（大正琴）、民謡部、吟剣詩舞
部、舞踊部、よさこい部、フラダンス
部、伝統芸能部（八木節、お囃子）

  11 月 4 日（日）フォークダンス部、
ジャズダンス部、演劇部、合唱合奏部

（コーラス、オカリナ、ウクレレ）
◆カラオケ部門　  11 月 11 日（日）
カラオケ部
◆菊花展　  10 月 28 日（日）～ 11
月 15 日（木）駐輪場
◆社交ダンス　  11 月 3 日（土）藤
岡総合体育館
※体験コーナー ･･･ 茶道、フラワーア
レンジ、写真、カラオケ

席自由）　　   11 月 18 日（日）発売開
始　  市内各文化会館、イオン栃木
店、八百林商店（西方町）
ゲスト　北山たけし

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県内の

　小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健

　福祉手帳の交付を受けている方と介助者 1名

　は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

大正、昭和へと女性美、化粧美がどのよう
な変遷をたどってきたかを振り返ります。
各時代の女性美、化粧美、たくましく生
きる女性の様子をご覧ください。

◎クラビ活動「浮世絵のはなし」
◆講師　当館学芸員
◆日時　11 月 17 日（土）12 月２日

（日）14:00 ～
◆場所　小山高専サテライト・キャン
　　　　パス　スタジオ１
◆定員　10 人（要申し込み、先着順）
◆参加費　500 円（お菓子・お茶付き）
◆共催　小山工業高等専門学校
◆ 申 込 締 切　11 月 10 日（ 土 ）、24
日（土）
◆申込方法　電話（とちぎ蔵の街美術
館 0282‐20‐8228）または、メール

（event@kuramuseum.com）で申し込
みください。

◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　11 月 24 日（土）、12 月８日
　　　　（土）各日 14:00 ～
※申し込み不要、観覧券をお求めのう
え、当館受付までお集まりください。

　　　　浮世絵美人くらべ

● 10 月９日（火）～ 12 月９日（日）
●開館時間　9 時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　毎週月曜日　

―浮世絵にみる江戸から近代の化粧美―

　本展では、ポー
ラ文化研究所蔵
の江戸の絵師英
泉や国貞、明治
期活躍の楊洲周
延などの作品を
中心に、たばこと
塩の博物館の歌
麿の作品等を展示
し、江戸から明治、

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

※みんなの美術館 ･･･ 藤岡地域の一般
の方の作品を募集しています。　

渓斎英泉《美艶仙女香》
文政（1818‐30）頃
　ポーラ文化研究所蔵
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

（☎ 27‐5322）

○親子ビクス
１1 月１2 日（月）10 時～ 10 時 45

分 1 歳以上の未就園児と保護者
タオル、飲み物、動きやすい服装
11 月５日（月）～ 25 組（先着順）

大橋光子氏
○ぺたぺた記念日

11 月14 日（水） 10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） ０歳以上
手形・足形、身長・体重測定
○みんなで、わんぱく公園・おもちゃ
博物館にいこう！

１1 月18 日（日）※雨天決行 10
時集合（児童館に集合、バス移動）

とちぎわんぱく公園・壬生町おも
ちゃ博物館 幼児以上 24 人（小学
生のみの参加も可） おもちゃ博物
館入館料＝大人（中学生以上）500 円、
小人 100 円※４歳未満無料 11 月
２日（ 金 ）9 時 ～電 話申込 み可※
小 学生の み の 参 加 は保 護 者 が申
込みし、事前に保険証のコピーを
お持ちください。
○のびのびひろば

11 月 27 日（火） 1 歳以上の未
就園児
○ぷちぷちひろば

11 月 28 日（水） ０～ 11 か月児
☆のびのび、ぷちぷち両ひろばともに
時間は 10 時 30 分～ 11 時 30 分（時
間内参加自由） ふわふわシュシュ
作り
○０歳親子ビクス

12 月３日（月）10 時～ 10 時 45
分 ０歳～ 11 か月児と保護者 バス
タオル、飲み物、動きやすい服装
１1 月19 日（月）～ 25 組（先着順）

大橋光子氏

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
11 月６日（火）、13 日（火）10 時

30 分～ 11 時 30 分（時間内参加自
由） 大平みなみ児童館 乳幼児と
保護者 （６日）楽器遊び、（13 日）
七五三の袋製作
○赤ちゃんサロン

11 月 15 日（ 木）、22 日（ 木）10
時 30 分～ 11 時 30 分 大平みなみ
児童館 ０歳児と保護者 30 組 ふ
れあい遊び、ママ同士のおしゃべり、

（15 日のみ）身体計測 受付中
○赤十字幼児安全法講習会

12 月 4 日（火）10 時 30 分～ 12
時 大平みなみ児童館 ０歳児の保
護者 20 人（託児あり） 乳幼児に起
こりやすい事故、応急手当、心肺蘇
生の仕方等 日赤幼児安全法指導員

バンダナ（大きめのハンカチ）、飲
み物、動きやすい服装 無 料 11
月６日（火）～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
11 月２日（金）10 時～ 12 時 双

子と保護者または双子を妊娠中の方
無料※一般にも開放

○ほのぼの移動広場
11 月６日（火）、20 日（火）10 時

30 分～ 11 時 30 分※時間内参加自
由 イオン栃木店ちびっこ広場 保
育士による歌遊び、絵本読み、ミュー
ジック・ケア等や子育て相談
○健康相談日

11 月19 日（月）10 時～ 15 時
身体測定※午前中、助産師相談（予
約不要）あり
○マタニティー＆ベビーの日

11 月 22 日（木）14 時～ 15 時
妊娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組 赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食 エプロン、母子
手帳 無料 電話で 10 時～ 15 時
○親子ふれあい給食

11 月 26 日（月）※受付 10 時～
10 時 30 分 ５組（当日先着順）
800 円（離乳食有り）
○手作りおやつ試食会　

11 月 29 日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分 さくら第 2 保育園 1 ～ 3

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○親子リトミック
11 月８日（木） 25 組（先着順）
篠崎真喜子氏 10 月 25 日（木）

～
○すくすくタイム

11 月１日（木）身長・体重測定・
散歩、15 日（木）お遊戯室（よつば
保育園の）で遊ぼう、22 日（木）秋
の折り紙製作、29 日（木）えかきう
たを楽しもう
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 未就園児と保護者 無
料 不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 11 月２日（金）、
５日（月）◇２歳以上 11 月６日（火）
ともに時間は10 時 30 分～11時 30 分
○給食の試食会に参加しませんか！

11 月13 日（ 火 ）11 時 30 分～ 12
時 30 分 ２歳以上児 5 組 500 円
／組 11 月１日（木）、２日（金）10
時～電話で（抽選・当選者に後日連絡）
○カレンダー作り☆

11 月 16 日（金）、20 日（ 火）10
時 30 分 ～ 11 時 30 分、19 日（ 月）
13 時 30 分～ 14 時 30 分
○幼児教室（希望者のみ）

11 月８日（木）、15 日（木）10 時
30 分～ 11 時 30 分
○絵本の会☆

11 月 21日（水）10 時 45 分～ 11
時 15 分
〇親子クッキングに参加しよう！

11 月 28 日（水）10 時 30 分～ 11
時 45 分 ２歳以上の未就園児 10 組

（先着順） 11 月13 日（火）、14 日
（水）10 時～電話で
　☆印は自由参加です。

○親子で楽しみましょう（絵本 大好き！）
11 月５日（月） ２歳～未就園児

○ダンボールであそぼう
◇６か月～１歳５か月児

11 月６日（火）、９日（金）、15 日
（木）、22 日（木）、26 日（月）
◇１歳６か月～未就園児

11 月８日（木）、16 日（金）、19
日（月）、28 日（水）、29 日（木）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11時30 分 15組 10月30日（火）
～ 11 月１日（木）９時～ 15 時

（☎ 22‐7100）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
11 月６日（火）当日受付 ０歳児

と保護者 親子でのふれあい遊びと
おしゃべりタイム 無料
○プチなかよしタイム

１1 月 20 日（火） 平成 23 年 10
月～ 12 月生まれの乳児と保護者 15
組（先着順） 親子でふれあい遊び
と栄養士の話 無料 11 月２日

（金）～

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○総合避難訓練に参加しよう
11 月２日（金） 10 時～

○身長・体重測定「大きくなったか
な？」

11 月７日（水）10 時 30 分～
○ 11・12 月生まれの誕生会

11 月14 日（水）10 時 30 分～
○保健師さんの話

11 月 21日（水）10 時 30 分～
☆共通事項　 地域子育て支援セン
ターにしかた 未就園児と保護者
無料 不要　

○平成 25 年度学童クラブ説明会
11 月 7 日（水）19 時～ さくら３

Ｊホール 随時受付 11 月 6 日（火）
まで※日曜は除く

○きらりんマグネット作り
11 月 10 日（ 土 ）、11 日（ 日 ）

14 時～ 16 時 18 歳未満各日50人
（当日先着順） マグネットにスパン
コール等で飾りつけをしよう（１人２
個作ります） 無料○
○来年のミッキーカレンダーを作ろう！

11 月 24 日（ 土 ）、25 日（ 日 ）
14 時～ 16 時 18 歳未満各日30人

（当日先着順） ミッキーをモチーフ
にした 2013 年の壁掛けカレンダー作
り 無料○

○親子ビクスを楽しもう　
11 月１日（木） 藤岡保健福祉

センター フェイスタオル、飲み物、
動きやすい服装 30 組 大橋光子
氏 先着順
○パネルシアターを見よう

11 月９日（金） 20 組（先着順）
11 月１日（木）～８日（木）

○お散歩会　
11 月 16 日（金）※雨天の場合

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○子どもフェスティバル
　「関東めぐりの旅」

11 月３日（土）10 時～ 13 時 30
分※雨天決行 チャレンジコーナー

（缶つみゲーム、くじ、けん玉作りなど）
／フードコーナー（カレー、ラーメン
など）／その他（バンド演奏、ダンス
ショーなど）
○太陽の黒点観測

11 月４日（日）10 時～15 時 無料
○天体観測

晴れた日の水曜日 19 時～ 21 時
天体望遠鏡で宇宙を覗いてみよ

う 無料 雨天時イベント開催の
有無等、詳しい内容はホームページ
www.10years4kids.com まで。天体
観測、季節の行事等の情報をお知ら
せしています。

歳児と保護者 20 組（先着順） お
やつ試食、管理栄養士による栄養指
導 400 円／組
○ 英 語 で 遊 ぼう！クリスマス パー
ティー

12 月12 日（水）10 時 15 分～ 11
時 15 分※記念写真撮影のため 9 時
50 分集合 さくら保育園 1 歳 3 か
月以上の未就園児と保護者 35 組（先
着順） ネイティブの先生と遊んだ
り踊ったりします 600 円（プレゼ
ント他）
☆ 共 通 事 項　 11 月 12 日（ 月 ）
～ 22 日（ 木） にメール sakura-3j@
sakura-kids.jp に保護者名、〒住所、
子ども名、読み仮名、生年月日、電
話番号を送信。

○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

11 月２日（金） 3 か月～ 1 歳
5 か月児と保護者
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

11 月 9 日（金） 1 歳 6 か月以
上の未就園児と保護者
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
～ 11 時 30 分（時間内参加自由）
お店屋さんごっこで遊ぼう～おもちゃ
屋さんでどんぐりのでんでんだいこ作
り～　　
○わくわくたいむ

11 月10 日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由） 4 歳児以上

リリアン編みで作る簡単ブレス
レット
○ 12 月のママといっしょ「みんな
いっしょのクリスマス会」

11 月15 日（木）～ 12 月３日（月）
※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者） 12 月 14 日（金）10 時
30 分～ バスタオル　
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者） 12 月 18 日（火）
10 時 30 分～
◇くま②クラス（1 歳 6 か月～ 1
歳 11 か月児と保護者） 12 月 18
日（火）11 時 15 分～
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） 12 月 21 日（金）10
時 30 分～ クレヨン　
☆共通事項　 無料 電話または
直接いまいずみ児童館へ

地域子育て支援センター合同行事

○わらべ歌教室
11 月12 日（月）10 時 30 分～ 11

時 30 分 さくら保育園　３Ｊホール
２歳以上児と保護者 40 組 親子

で楽しむわらべうたあそび 中新井
紀子氏 バスタオル、甘くない飲み
物、運動しやすい服装 無料 10
月 23 日（火）■各地域子育て支援セ
ンターへ

支援センター内 藤岡保健福祉セン
ター敷地内 敷地内散 策や公園で
遊ぼう 30 組（先着順） 11 月 5
日（月）～ 15 日（木）
○クリスマスの壁面制作　

11 月 30 日（金） クリスマス飾
りの制作 20 組 11 月12 日（月）
～ 26 日（月）
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分 乳幼児と保護
者 無料　

いまいずみ児童館
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
鹿沼市坂田山（鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　　10：00 ～ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜　　間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         　　平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ～ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
11 月 医療機関名 電話番号

３（土） 西方病院 0282‐92‐2323
４（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
11（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
18（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
23（金） 西方病院 0282‐92‐2323
25（日） 西方病院 0282‐92‐2323

市のホームページにも掲載しています。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日  9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）

※事前に☎確認してお出かけください。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

１ 木 川田（かわたクリニック）
２ 金 山田（合戦場クリニック）

３ 土
内：石塚（好生医院）
外：芳賀（芳賀耳鼻咽喉科医院）

４ 日
内：橋本（安）（橋本医院）
外：中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

５ 月 青木（章）（静和医院）
６ 火 成田（成田内科）
７ 水 盛川（サンライズクリニック）
８ 木 長谷川（長谷川医院）
９ 金 小林（こばやしクリニック）
10 土 青木（虎）（青木医院）

11 日
内：石井（石井内科医院）
外：酒井（酒井整形外科医院）

12 月 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

13 火 大森（うづまクリニック）
14 水 大山（大山整形外科）
15 木 石塚（好生医院）
16 金 橋本（安）（橋本医院）
17 土 江口（えぐち内科クリニック）

18 日
内：成田（成田内科）
外：長（大平ファミリークリニック）

19 月 青木（虎）（青木医院）
20 火 山門（山門クリニック）
21 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

22 木 藤沼（仁）（大平下病院）

23 金
内：渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

外：嶋崎（とちぎ診療所）
24 土 中元（中元内科医院）

25 日
内：轡田（こひらメディカルクリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

26 月 石井（石井内科医院）
27 火 土谷（土谷医院）
28 水 金田（金田医院）
29 木 河口（河口医院）
30 金 長（大平ファミリークリニック）

市のホームページにも掲載しています。

毎日 19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099　
　　　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内
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12 月の集団健診日程

日曜
日 場　所 対象

特
定
健
診･

肝
炎
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ル
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肺
が
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大
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前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

１ 土 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
３ 月 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
４ 火 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
６ 木 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
７ 金 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
10 月 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
11 火 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
13 木 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
14 金 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

12 月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
７ 金 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
11 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
12 水 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
17 月 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30
20 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30

12 月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
19 水 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30

11 月の乳幼児健診
個別通知にてご案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

15 木 栃木（栃木保健福祉センター）
21 水 栃木（栃木保健福祉センター）
21 水 都賀（都賀保健センター）
27 火 西方（西方保健センター）
28 水 大平（ゆうゆうプラザ）
29 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
９ 金 栃木（栃木保健福祉センター）
21 水 都賀（都賀保健センター）
27 火 西方（西方保健センター）
29 木 大平（ゆうゆうプラザ）
29 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
１ 木 大平（ゆうゆうプラザ）
９ 金 西方（西方保健センター）
15 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
16 金 栃木（栃木保健福祉センター）
28 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
２ 金 大平（ゆうゆうプラザ）
７ 水 栃木（栃木保健福祉センター）
22 木 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
６ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
９ 金 都賀（都賀保健センター）

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター ゆうゆうプラザ

①妊娠中の生活・仲間づくり  11 月 27 日（火） 12 月 14 日（金）
②育児について・栄養指導   12 月 14 日（金）   １月 11 日（金）
③妊婦体験・沐浴指導     １月 19 日（土）    ２月 16 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 ゆうゆうプラザ
11 21 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
11 16 金 離乳食実習
12 10 月 ベビータッチケア

 西方保健センター
11 14 水 子育てのお話

　
　
　
　（
11
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
５ 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
12 月 栃木 （栃木保健福祉センター）
13 火 都賀 （都賀保健センター）
19 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
21 水 西方（西方なかよしこども園）

健康のため年に 1 回
健康診断を受けましょう

≪栃木地区急患センター 11 月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

集団健診等のご案内

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）
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平成 23年 11月生まれの赤ちゃん

  （募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  生年月日 ・住所・    
                  電話番号・保護者名を記入して　〒 328 ‐ 8686 市役所秘書
                  広報課へ。写真は返却しません。
   （締め切り）　平成 24 年  １月生まれ  11 月 20 日（火）
  （当日必着）　平成 24 年  ２月生まれ  12 月   ６日（木）

  

国
内
最
大
級
の
舟
形
木
棺
保
存

 　
　
　
　

豪
農
の
様
子
伝
え
る
戸
長
屋
敷

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

小倉優
ゆ ら と

空人ちゃん

まる
ま
る

ま
る

まるごと

つがまつり 2012

　

都
賀
地
域
の
団
体
が
一
堂
に

会
し
都
賀
を
ま
る
ご
と
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
模
擬
店
や

抽
選
会
、
苗
木
配
布
、
お
囃

子
、
よ
さ
こ
い
踊
り
が
楽
し
め

る
な
ど
の
ほ
か
、
熱
気
球
・
は

し
ご
車
搭
乗
な
ど
の
体
験
エ
リ

ア
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
郷
土
芸
能
や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
ご
家

族
み
ん
な
で
楽
し
め
ま
す
！

◆
場
所　

都
賀
産
文
通
り
線
及

び
周
辺
市
施
設

☆
給
食
試
食
会　

２
５
０
人

（
２
５
０
円
／
食
）

☆
熱
気
球
搭
乗
体
験　

１
０
０

人
程
度
（
３
０
０
円
／
人
）

☆
は
し
ご
車
搭
乗
体
験　

１
０
０

人
程
度

☆
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
（
１
０
０

円
／
回
）
※
す
べ
て
先
着
順

ま
る
ま
る
ま
る
ご
と
つ
が
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（

産
業
振
興

課
内
）
☎
29
‐
１
１
０
４

11月17日（土）

9：00～15：00
（雨天決行）

気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、
け

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
タ
バ
コ

の
火
を
押
し
つ
け
る
な
ど

★
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
、
無
視
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
と
著
し
く
差
別
す
る
、

夫
婦
間
の
暴
力
を
子
ど
も
に
見

せ
る
な
ど

★
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入

浴
さ
せ
な
い
な
ど

★
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強

要
す
る
な
ど
◎
ち
ょ
っ
と
し
た

「
目
配
り
」「
気
配
り
」
で
、
子

ど
も
を
虐
待
か
ら
救
え
ま
す
。

子
ど
も
の
不
自
然
な
傷
、表
情
、

行
動
や
保
護
者
の
不
自
然
な
言

動
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。
◎

相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者
の

処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問
題

を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援

し
、子
ど
も
を
守
る
た
め
で
す
。

相
談
（
通
告
）
者
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
◎
子
育
て
で
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
よ
い
方
法
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

◆
相
談
（
通
告
）
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

☆
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

◆
日
時　

11
月
22
日
（
木
）
14

時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
講
師　

塩
尻
真
由
美
氏
（
グ

ル
ー
プ
「
だ
い
じ
家
」
代
表
）

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

青木　希
の あ

葵ちゃん

西山　愛
あ み

海ちゃん

小波菜
な な か

々香ちゃん

西村　美
み そ ら

空ちゃん

髙岡　志
し ほ

歩ちゃん

白澤　紬
つ む ぎ

祈ちゃん

増田　梨
り お

央ちゃん

川島　碧
あ お と

人ちゃん

坂本　蓮
れん

ちゃん

篠﨑のぞみちゃん

出井　宏
ひ ろ む

武ちゃん

関口　凪
なぎ

ちゃん

大澤　心
こ こ は

葉ちゃん

岸　ひまりちゃん

若色　啓
け い た

太ちゃん

樋口　伶
れ え

衣ちゃん

小宮　愛
あ い り

莉ちゃん

田村　晃
こ う き

己ちゃん
髙田　梨

り お

央ちゃん

森　音
お と わ

琶ちゃん

乘田　陽
は る か

花ちゃん

野尻　光
ひ か り

莉ちゃん

石川　大
だ い ご

悟ちゃん

荻野　隼
しゅん

ちゃん

栗田　旭
あさひ

ちゃん

中山　颯
そ う ま

海ちゃん

琴寄　陸
り く み

海ちゃん

松本　李
り の ん

音ちゃん

　

太
平
山
の
南
山
麓
に
展
開
す

る
ブ
ド
ウ
団
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
。
隣
接
す
る
形
で
一

体
と
な
っ
て
大
平
地
域
の
歴
史

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、原
始
・

古
代
、
中
世
・
近
世
、
近
現
代

コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
石
器
や

土
器
、
資
料
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
。
中
で
も
国
指
定
重
要
文

化
財
の
「
下
野
七
廻
り
鏡
塚
古

墳
出
土
品
」
は
必
見
。
昭
和

44（
１
９
６
９
）

年
に
Ｊ
Ｒ
両
毛

線
大
平
下
駅
北

の
宅
地
造
成
工
事
現
場
で
発
掘

さ
れ
た
国
内
最
大
級
の
舟
形
木

棺
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ

れ
て
い
る
。
世
紀
の
大
発
見
と

し
て
新
聞
の
１
面
を
飾
っ
た
。

近
世
で
は
徳
川
４
代
将
軍
家
綱

の
生
母
お
楽
の
方
の
出
身
地
で

あ
り
、
大
平
か
ら
大
奥
に
上
が

る
経
緯
が
分
か
る
。

　

郷
土
資
料
館
は
民
俗
資
料
館

の
東
に
あ
り
、
江
戸
時
代
に
一

帯
の
大
庄
屋

を
務
め
た
白

石
家
の
屋
敷

を
そ
の
ま
ま

活
用
し
て
い

る
。
明
治
期

に
は
戸
長
も

務
め
た
こ
と
か
ら
戸
長
屋
敷

と
も
呼
ば
れ
る
。
長
屋
門
や

母
屋
、
離
れ
、
蔵
な
ど
12
棟

が
あ
る
。
今
年
萱
ぶ
き
屋
根

を
ふ
き
替
え
た
母
屋
に
は
代

官
を
迎
え
る
時
だ
け
使
用
す

る
大
玄
関
が
あ
り
、
大
正
７

（
１
９
１
８
）
年
の
陸
軍
大

演
習
に
は
秩
父
宮
様
の
宿
泊

所
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

　

立
派
な
庭
も
あ
り
当
時
の

豪
農
の
様
子
を
伝
え
る
と
こ

ろ
か
ら
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
撮
影
場
所
と
し
て
も
人

気
が
高
い
。
館
内
で
は
古
い

ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
た
音
楽

を
楽
し
め
る
ほ
か
、
週
末
な

ど
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

あ
る
。

▲白石家の屋敷をそのまま活用した郷
土資料館、

◀歴史民俗資料館に保存されている国
内最大級の舟形木棺

今
年
度

標　

語

 

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

　

11
月
21
日
（
水
）
９
時

30
分
～
16
時
（
12
時
～
13

時
除
く
）、
市
役
所
で
献

血
を
行
い
ま
す
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐
３
５
１
１

　

11
月
６
日
（
火
）
10
時

～
16
時
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
藤
岡
店
で
献
血
を
行
い

ま
す
。

藤
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
小
堀
☎
62
‐
３
６
４
５
）
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ど田舎にしかた祭りふじおか産業祭２０１２

おおひら産業祭

　大平地区の産業がそろって参加す

　田んぼを使った「田んぼ相撲」や「俵
飛ばし」など、子ども向けイベントや
踊りの発表など、お楽しみいただけま
す。お祭りの最後に、豪華賞品が当た
る大抽選会を行います。
◆日時　11 月 24 日（土）　10 時～
15 時（雨天決行）
◆場所　道の駅にしかた・東側田んぼ
◆問合先　 産業建設課 ☎ 92‐0313

　農商工が連携した産業祭です。ス
テージイベント、特産品・観光・資源
等を広く住民に紹介し、農産物等を販
売します。
◆日時　11 月 24 日（土）・25 日（日）
９時～ 15 時
◆場所　藤岡総合体育館駐車場
◆問合先　ふじおか産業祭実行委員会
事務局（ 産業振興課内）☎ 62‐0906

　９月中旬、西方地域各所で自治会主催の敬老
会が開催されました。
　各会場では地域住民らが長寿を祝い、感謝の
気持ちを込めて、記念品の贈呈や歌謡ショー、
ビンゴゲームなど、それぞれ趣向をこらした多
彩な催しで盛り上げ、参加された高齢者の方々
は、楽しいひとときを過ごしました。

 ９月 25 日、地域子育て支援センターおおひらのころころ
広場で「お魚製作」が行われました。
　牛乳パックを組み立て、模様を描いたり、シールを貼っ
たりしてオリジナルの魚やタコを作った後、みんなで魚釣
りを楽しみました。（後ろの花火は、ころころ広場に来て

いる子ども達の手形
で作りました。）

　都賀地域の史跡をウォーキングしながら巡
る、「都賀史跡めぐりウォーキング講座」の
第２回目が９月 15 日に行われました。
　この日は、家中地区を巡るコース。参加者は、寺や神
社などの史跡で講師の説明に耳を傾け、約 10㎞のコー
スを歩きながら地域の歴史を再発見しました。

　「栃木市渡良瀬遊水地フェスティバル 2012」が９月２日、谷中湖北ブロック子供
広場ゾーンをメイン会場に開かれました。
　全日本実業団自転車競技連盟主催の自転車レースも同時開催され、遊水地内や周辺
で行われている多彩なレジャー・スポーツが一堂に会しました。乗馬やタンデム自転
車の体験、模型飛行機を作って飛ばすグライダー教室など、子どもから大人まで楽し
め、とても盛り上がりました。

　各地区の体育祭が開かれました。
自治会対抗で行われ、子どもからお
年寄りまで参加して地域の親睦を深
めました。国府地区では、雨も時折
降るあいにくの天気でしたが、延べ
2,000 人以上の方が玉入れなど 17
種目で、いい汗を流しました。

市内各地から、楽しい秋の話題が届きました！

《都賀生涯学習市民参加型事業》
都賀音楽フェスティバル
～みんなで第九を楽しもう～

小江戸野州栃木 「お蔵の
お人形さん巡り」開催中

　蔵の街大通り周辺の店舗などでは
「重

ちょうよう

陽の節句」（旧暦９月９日）に、雛
ひな

人
形を虫干しも兼ねて再び飾る「後

のち

の雛
ひな

」
の風習があります。
　重陽の 10 月 23 日（火）を含めた約
１か月間（11 月４日まで）、蔵の街の
約 70 か所に、江戸時代・昭和初期の
珍しい雛人形や、市内の民家に受け継
がれている人形、古民具を展示します。
　「集印道中（スタンプラリー）」をは
じめ、人形にちなんだ期間限定の食事
や、おみやげの販売など「見て楽しい」

「食べておいしい」「買って嬉しい」イ
ベントです。
◆問合先　お蔵のお人形さん巡り実行
委員会事務局☎ 23 ‐ 3131

　音楽を通じて地域・世代間交流を深
め、地域に根ざした生涯学習を目的と
した音楽フェスティバルです。
○第１部　都賀地域小・中学校音楽関
係クラブ、部の発表
○第２部　音楽劇「こんにちはシュー
ベルトさん～都賀バージョン～」
○第３部　第九合唱～みんなで第九を
楽しもう～（会場合唱）
◆日時　11 月４日（日）14 時～（開
場 13 時 30 分）
◆場所　都賀文化会館（都賀町原宿）
◆対象　小学生以上（未就学児で託児
をご希望される方は、事前に申し込みくだ
さい）
◆入場料　大人５００円、小中高校生
２００円（当日券あり）

◆チケット取扱施設　都賀公民館、都
賀文化会館、栃木文化会館、大平公民
館、藤岡公民館、西方公民館
◆問合先　都賀公民館☎ 27 ‐ 5050

る、楽しい催しがいっぱいです。
◆日時　11 月 23 日（金・祝）９時
30 分～ 15 時
◆場所　大平運動公園さくら球場ほか
◎共催　ＪＡしもつけふれあいまつり
　農産物品評会、農産物直売会等
※出店やイベント内容等については、
変更になることがあります。
◆問合先　おおひら産業祭実行委員会
事務局（ 産業振興課内）☎ 43‐9212


